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愛媛大学総合情報メディアセンター長

小 林 真 也

総合情報メディアセンターの目的は，愛媛大学総合情報メディアセンター規則の第２条

に「センターは，学内共同施設として，愛媛大学の情報基盤の整備を図り，教育研究活動

の支援及び情報技術に関する教育研究を行うとともに，学内外の情報化に寄与することを

目的とする。」と示されています。

この目的の達成の為に，総合情報メディアセンターでは，様々な業務の実施，サービス

の提供を行っておりますが，メディアセンターが関わっている業務・サービス，役割には

大きく分けて三つあります。一つ目が，メディアセンター自身が計画・実施の主体となっ

て行っている業務・サービス，二つ目が，愛媛大学の運営のなかで必要となる業務を担当

する部署として実施している業務・サービス，三つ目が，所属する教職員に期待されてい

る業務です。

この年報は，平成２２年度にメディアセンターが行った，これら三つの業務を広く皆様方

に知って頂くために，取り纏めたものです。

この年報をご覧頂き，メディアセンターに対するご理解を深めて頂くとともに，今後の

発展にご助言，ご支援を頂けますことをお願い申し上げます。

平成２３年３月吉日
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（1）部門教職員（2011年3月現在）

【センター長】

教 授：小林 真也

【情報基盤部門】

准 教 授：和田 武

【情報メディア教育部門】

教 授：平田 浩一

准 教 授：二神 透

【学術情報システム部門】

教 授：中川 祐治

准 教 授：川原 稔

助 教：佐々木隆志

【その他】

教育支援者：菊川 佳代

【総合情報メディアセンター事務課】

課 長

平岡 尚徳

副課長

村上 鋼次

総務チーム

チームリーダー：秋川 和範 事務補佐員：松本 美香 事務補佐員：栂村 千穂

電子情報チーム

チームリーダー：竹林由香里 サブリーダー：瀧本 笑子

情報基盤チーム

技術専門職員：宮内 譲嗣 技術員：増田 隆司

技術専門職員（�味）：伊藤 信房 技術専門職員（重信）：中村 勝

1．部門概要・業績 （１）部門教職員

1



（2）部門概要

【情報基盤部門（Division of Network and Computing）】

愛媛大学における情報ネットワークの整備計画を統括し，研究・教育の高度化・多様化に対応した高度なネットワ

ーク技術の導入，セキュリティポリシーの確立等，高速・高信頼ネットワークシステム及び計算機システムをその目

標としている。

平成２２年度の主な活動は以下のとおりである。

１）情報基盤システムの円滑運用

情報基盤システムの円滑な運用のために，納入業者と情報基盤システム運用検討会を実施して，パソコン，ネッ

トワーク機器，サーバ機器の各システム別に問題点，保守作業及び障害対策について検討を行った。

２）JGN２Plus事業の実験・運用

JGN２Plus（次世代の研究開発のためのテストベッドネットワーク）事業の一環として，学内外の研究者とともに

実験・運用を行った。また，JGN運用部署（NICT）と連携して，メーリングリストによる利用促進及び機器の更新

及び回線の変更等実験環境の整備に努めた。

３）メディアスタジオの利用促進

学生支援課及びSCV（Student Campus Volunteers）メディアサポーターズ映像部と連携して，スタジオ利用申請

書の提出の義務化などにより運用管理を徹底するよう改善し，スタジオの利用促進に努めた。

【情報メディア教育部門（Division of Multimedia Education）】

情報メディア教育部門は，高度情報化技術を活用した情報リテラシー教育及び各種のマルチメディア教育のシステ

ム開発を研究し，実践方法の検討を行うこと，さらに，愛媛大学の情報リテラシー教育を企画・立案するとともに実

施方法の検討を行うことをその目標としている。

平成２２年度の主な活動は以下のとおりである。

１）共通教育TA・SA研修として「情報科学TA・SA研修」を実施（平成２２年４月６日�１６：１０～１７：２０）

・TAとSAの役割について（和田武）

・センター機器の操作について（宮内譲嗣）

・e-ラーニングシステムの利用について（平田浩一）

・TAとSAの業務確認ならびにマネージメントについて（二神透）

・グループワーク

２）e-ラーニングシステム上に情報科学教員・TA・SA専用コンテンツを作成し，TA・SA業務内容の周知・徹底を図

るとともに，毎回の業務報告を提出する場として活用する。

３）共通教育科目「情報科学」を，習熟度別クラス編成による全学共通シラバスのもとでe-ラーニングによる共通コン
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テンツを活用した授業として実施。

担当：オンライン習熟度別振り分け試験，習熟度別クラス振り分け，オンライン確認テスト，オンライン模擬テ

スト，オンライン期末テストを実施する。

４）第４７回国立大学教養教育実施組織会議の第二分科会（情報教育のあり方について）にて，「愛媛大学における基礎科

目「情報科学」の取組み」と題してこれまでの情報科学部会の取組みについて発表を行う。（平成２２年５月２７日�１４：

００～１７：００）

５）情報通信月間事業として総合情報メディアセンター主催・情報通信月間推進協議会協賛で「キャンパスIT体験会

２０１０」を実施した。（平成２２年７月４日�１３：００～１７：００，参加高校生３５名）

・ガイダンスと施設案内（和田武）

・遊びとしての和算（平田浩一）

・映像編集にチャレンジ（中川祐治）

・空間行動データの視覚化体験（二神透）

６）教育・学生支援機構主催の「FDスキルアップ講座」の講師として２講座を実施した。

・「Eラーニング入門」（平田浩一・佐々木隆志，平成２２年９月３日）

・「パワーポイント基本技・便利技」（二神透，平成２２年９月３日）

７）松山南高等学校スーパーサイエンスハイスクール事業支援平成２２年度愛媛大学研究室体験として，情報メディア教

育部門（平田研究室）が「電子黒板を使った授業体験」を実施した。（平成２２年１０月２７日�・２８日�１３：３０～１７：００，

参加高校生３名）

８）附属高校との高大連携プログラムとして附属高校１年生１２３名を対象に「キャンパスIT体験授業」を実施。（平成２２

年１１月１０日�１３：００～１６：１５）。

・「遊びとしての和算」（平田浩一）

・「空間行動データの視覚化体験」（二神透）

・「映像編集にチャレンジ」（中川祐治）

９）「Moodle講習会」を平成２３年３月１４日�１３：００～１６：００に実施。（担当：平田浩一，佐々木隆志）

１０）平成２３年度情報科学担当教員説明会を実施。（平成２３年３月１８日�１３：００～１４：００）

・教科書・シラバスに関する説明

・LMSによる「情報科学共通コンテンツ」・「担当教員別情報科学コース」等の説明

・スチューデントアシスタント（SA）の正式導入について

・平成２３年度情報科学TA・SA研修会について

・第１回情報科学講義内容の説明

１１）CITEシンポジウム（平成２３年３月２９日�１３：３０～１６：５０）において研究発表を行う。

「算額パネル展への取組み～愛媛の算額展について～」（平田浩一）
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「国土空間情報を用いた移動体情報の可視化に関する研究」（二神透）

１２）共通教育情報科学部会（第７部会）と共に，平成２３年度の情報科学の教科書『情報科学のリテラシー２０１１年度版』の編

集作業を行った。

【学術情報システム部門（Division of Information System）】

学術情報システム部門は，学内ネットワークを含めた情報システムの安全かつ効率的な運用を行うための研究開発

及び学内の先端的研究センターへのデータベース構築，情報発信面での研究協力・支援を行う。

平成２２年度の主な活動は以下のとおりである。

１）e-まつやま最先端情報技術研究会における研究及び人材育成

２００８年に，愛媛大学・松山市・松山法人会及び松山商工会議所による合同研究会「e-まつやま最先端情報技術研

究会」が発足し３年目を迎えた。本研究会は，先進的な情報通信技術全般について調査・研究等を行い，その有効

性等を検証するとともに，地域の人材育成や地域産業の活性化を図ることを目的として設立された。２０１０年度は，

数学科３年生の希望者４名を対象として，携帯端末で急速に普及し始めたAndroidを題材として講義・演習を行っ

た。演習のほとんどはPC上のエミュレータを用いたが，e-まつやま最先端情報技術研究会のサポートを受けて，

Android端末の実機を３種類購入し，エミュレータで作成したプログラムを実機で動作確認できる環境を用意し

た。また，この講義は３年生向けであるが，興味を持った上級生（４年生及び博士前期課程）も参加し，４つのチー

ムに分かれ，最終回にはプログラムコンテストを実施し互いに評価し合った。さらに，Androidの開発に関しては，

実際に企業で開発に従事している方を招くことで，より実践的な内容となった。また，これ以外に以下のイベント

を実施した。

・６月１８日から１９日の二日間に渡って「えひめITフェア２０１０」に出展しAndroid端末の展示と内容説明を行った。

・７月５日に全日空ホテルで開催されたe-まつやま最先端情報技術研究会交流会において「Androidに関する人材育

成」と題する講演を行った。

２）「松山市業務系システム第１次再構築事業」業務委託総合評価委員会での貢献

８月から１０月にかけて，松山市の庁内業務システムの決定に関し業務委託総合評価委員会において，企業から提

案のあったシステムに対する評価及びプレゼンテーションを審査し，松山市の業務系システム最適化を目指した取

組みに参画した。

３）自然体験活動指導者養成研修会での貢献

文部科学省委託事業「平成２２年度 青少年体験活動総合プラン」に基づく，「自然体験活動指導者養成研修会」の講

師として１０月１１日に『プログラムの企画・立案』に関する講義と演習を国立大洲青少年交流の家にて実施した。研修

会参加者は２５名。本研修会修了者は，文部科学省の小学校長期自然体験活動の全体指導者として登録される。

４）環境ESD指導者養成講座への協力

１０月２３日�９：００から１７：００まで「環境ESD指導者養成講座�」において『野外活動における危機管理』について講義
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と実習を行った。この養成講座では，山・川・海での野外実習が行われるため，これら３つのフィールドに特有の

危険について講義とグループワークを行った。さらに指導者としての安全管理を実体験するために，実際に公園に

出向き，グループごとにネイチャーゲームを実施することで，危険予知訓練を徹底的に行った。この養成講座に参

加している多くの学生は，経験不足から自然の中での活動に対する安全意識が低いため，危険箇所の発見を短時間

で行う訓練を特に重視した。

５）情報通信月間参加行事「キャンパスIT体験会２０１０」の実施

７月４日�に総合情報メディアセンターにおいて，キャンパスIT体験会２０１０を実施した。内容は応募のあった

高校生に対して「映像編集にチャレンジ」と題して，Adobe Premiere Elementsを用いて映像編集を行った。編集元

となる映像は，あらかじめ市内の観光地（道後温泉，JR松山駅，松山城）において収録したものを用いた。主に松

山南高校の生徒が多数参加した。

６）愛媛県ネットワーク防犯連絡協議会での貢献

「Androidの現状と将来について」と題して，８月１１日に愛媛県ネットワーク防犯連絡協議会のセミナーで約１時

間の講演と質疑応答を行った。参加者は約３０名。特にセキュリティに関して質問が集中し，将来に向けて県内企業

の取組み姿勢を窺わせていた。

愛媛県警よりネットワーク上で犯罪の可能性を調査する「サイバーパトローラー」を学生に委嘱したいとの依頼を

受けて，本学より５名の学生（学部生及び大学院生）を選抜し，８月６日に愛媛県警本部において委嘱式が執り行わ

れた。サイバーパトローラーとして委嘱された学生は県警のサイバー犯罪対策室と連携して調査及び情報収集にあ

たった。
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（3）教員活動実績

平田 浩一
HIRATA Koichi

職名：教授（教育学部数学教育講座／総

合情報メディアセンター情報メ

ディア教育部門）

電話：０８９－９２７－９４２２

FAX：０８９－９２７－９３９６

E-mail：hirata@ehime-u.ac.jp

学 歴：京都大学大学院理学研究科博士後期課程数理解

析専攻修了

学 位：１９８４年理学博士（京都大学）

所 属 学 会：日本数学会，日本数学教育学会，日本数学史学

会，日本折紙学会

専 門 分 野：離散幾何学，情報教育，e-ラーニング

研 究 課 題：離散幾何学の研究，e-ラーニングを活用した情

報教育の研究

部局内貢献：�共通教育第７部会（情報科学）部会長

（２００３年４月～２０１１年３月）

�e-ラーニング推進検討WG

（２００９年４月～２０１１年３月）

�著作権戦略検討委員会

（２０１０年４月～２０１１年３月）

学会・研究会の主宰等：

�世話係，第２３回愛媛和算研究会，愛媛大学教

育学部（２０１０年７月）

�世話係，第２４回愛媛和算研究会，愛媛大学教

育学部（２０１１年２月）

研究会運営：�e-まつやま最先端情報技術研究会会長

（２００８年～）

�愛媛県算数・数学教育連絡協議会会長

（２００１年～）

�愛媛県高等学校教育研究会数学部会顧問

（１９９５年～）

講 演 実 績：�キャンパスIT体験会２０１０，「遊びとしての和

算」，愛媛大学総合情報メディアセンター，

２０１０年７月

�キャンパスIT体験授業，「遊びとしての和

算」，愛媛大学総合情報メディアセンター，

２０１０年１１月
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中川 祐治
NAKAGAWA Yuji

生年月日：１９５７年１２月１４日

職名：教授

電話：０８９－９２７－９５６９

FAX：０８９－９２７－８９２３

E-mail：nakagawa.yuji.mk@ehime-u.ac.jp

職 歴：��富士通研究所情報処理研究部門パターン研

究部研究員（１９８６年４月～１９８９年１２月）

�鹿児島大学助教授（１９９０年１月～１９９０年３月）

�鹿児島大学情報処理センター主任／助教授

（１９９０年４月～１９９３年３月）

�国際基督教大学助教授

（１９９３年４月～１９９５年３月）

�国際基督教大学準教授

（１９９５年４月～１９９６年６月）

�愛媛大学教授（１９９６年７月）

学 歴：東京都立大学大学院理学研究科博士課程修了

学 位：１９８６年理学博士（東京都立大学）

免許・資格：��日本ネイチャーゲーム協会認定「ネイチャ

ーゲームリーダー」（１９９９年８月）

�NPO法人自然体験活動推進協議会認定「自

然体験活動リーダー」（２００３年４月）

所 属 学 会：日本物理学会，人工知能学会，情報処理学会，

電子情報通信学会，高エネルギー物理学研究者

会議，コンピュータ利用教育協議会，日本環境

教育学会，日本データベース学会，日本環境教

育フォーラム

専 門 分 野：情報認識学，高エネルギー物理学，環境教育

研 究 課 題：画像認識・理解の研究，遠隔教育システムの研

究，環境教育のIT化

部局内貢献：�総合情報メディアセンター運営委員会委員

（２００３年４月～）

�情報セキュリティ委員会委員（２００４年４月～）

�基幹ネットワーク管理者（２００４年４月～）

�共通教育センター第８部会（２００６年１０月～）

�広報連絡会（２００９年７月～）

学外審議会・委員会活動：

�九州大学情報基盤センター情報ネットワーク

協議会委員（２００５年４月～）

�愛媛県ネットワーク防犯連絡協議会顧問

（２００７年１２月～）

�「松山市業務系システム第１次再構築事業」

業務委託総合評価委員会委員（２００７年７月～）

調査・研究会等への貢献：

�愛媛大学社会連携推進機構研究協力会「e-

Learning研究部会」代表（２００７年７月～）

�e-まつやま最先端情報技術研究会理事

（２００８年４月～）

講 演 実 績：�「映像編集にチャレンジ」，キャンパスIT体

験会２０１０（情報通信月間参加行事），愛媛県

（２０１０年７月）

�「Androidの現状と将来について」，愛媛県

ネットワーク防犯連絡協議会勉強会，（２０１０

年８月）

�「プログラムの企画・立案」，文部科学省委託

事業「平成２２年度青少年体験活動総合プラン」

平成２２年度企画事業「自然体験活動指導者養

成研修会」講師，愛媛県（２０１０年８月，１０月）

地域啓発活動・教育機関支援活動：

�愛媛県ネイチャーゲーム協会理事及び事務局

長（２００５年４月～）

ボランティア活動：

�愛媛県ネイチャーゲーム協会道後ネイチャー

ゲームの会運営委員長（２００７年１月～）
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和田 武
WADA Takeshi

生年月日：１９５０年８月１２日

職名：准教授

電話：０８９－９２７－８８０１

FAX：０８９－９２７－８８０５

E-mail：wada@cite.ehime-u.ac.jp

学 歴：広島工業大学工学部電子工学科卒業

学 位：１９９５年６月博士（医学）（愛媛大学）

免許・資格：安全衛生管理者，防火管理者，統計士

所 属 学 会：情報処理学会，日本教育情報学会，コンピュー

タ利用教育学会

専 門 分 野：教育工学

研 究 課 題：教育効果に関する研究，インターネット俳句サ

ーバの運用に関する研究，教育情報の活用に関

する研究

部局内貢献：�総合情報メディアセンター運営委員会委員

（２００３年４月）

�化学物質管理システム運用部会員

（２００４年１１月）

�安全衛生委員（２００４年１１月）

学外審議会・委員会活動：

�愛媛県文化振興財団評議会評議員

（２００１年４月）

�芸術文化支援事業選定委員会委員

（２００９年６月）

二神 透
FUTAGAMI Toru

生年月日：１９６２年８月４日

職名：准教授

電話：089－927－9837

FAX：089－927－9837

E-mail：futagami@cite.ehime-u.ac.jp

学 歴：金沢大学大学院自然科学研究科博士課程システ

ム科学専攻修了

学 位：１９９０年学術博士（金沢大学）

所 属 学 会：土木学会，GIS学会，OR学会，日本都市計画

学会

専 門 分 野：都市防災情報・救急情報システム

研 究 課 題：都市防災計画，中山間防災計画，防災情報計画

学外審議会・委員会活動：

�愛媛県土地収用事業認定審議会委員

（２００６年～）

�重信川の自然をはぐくむ会ソフト部門代表

（２００３年～）

�愛媛県河川整備検討委員会委員（２００４年～）

地域啓発活動・教育機関支援活動：

�石手川流域ビジョン委員（２００６年～）

�今治市玉川町防災活動支援（２００９年～）

�丸亀市城北コミュニティー自主防災組織活動

支援（２００９年～）

講 演 実 績：�丸亀市城北コミュニティー・防災講演会

（２０１０年７月）

�キャンパスIT体験会２０１０，「空間行動データ

の可視化体験」，愛媛県（２０１０年７月）

�キャンパスIT体験授業，「空間行動データの

可視化体験」，愛媛県（２０１０年１１月）
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川原 稔
KAWAHARA Minoru

職名：准教授

電話：０８９－９０７－６７００

FAX：０８９－９２７－８８０５

E-mail：M.Kawahara@ehime-u.ac.jp

職 歴：京都大学助手（１９９０年４月～２００４年２月）

学 歴：京都大学大学院工学研究科応用システム科学専

攻修士課程修了

学 位：２００３年博士（情報学）（京都大学）

所 属 学 会：情報処理学会，電子情報通信学会，ヒューマン

インタフェース学会

専 門 分 野：情報ネットワーク，知識工学（データマイニン

グ），オーバーレイネットワーク，自律協調分

散システム

研 究 課 題：�アドホックネットワークを基盤とした自律協

調分散システムに関する研究

�学習管理システムにおける学習行動導出によ

る学習効果解析に関する研究

�視覚情報保障の基盤となる情報通信技術に関

する研究

�データマイニングを用いた大規模情報検索に

関する研究

�P2Pオーバーレイネットワークによる情報保

障クラウドの構成に関する研究

部局内貢献：�総合情報メディアセンター運営委員会運営委

員（２００４年４月～）

学 会 貢 献：�電子情報通信学会コミュニケーションクオリ

ティ研究専門委員会専門委員（２００７年４月～）

地域啓発活動・教育機関支援活動：

�Open WiMAX研究会幹事（２００９年２月～）

佐々木 隆志
SASAKI Takashi

生年月日：１９７４年３月１６日

職名：助教

電話：089－927－8354

FAX：089－927－8805

E-mail：sasaki@cite.ehime-u.ac.jp

職 歴：�京都科学技術専門学校（京都府京都市）非常

勤講師（２００１年４月～２００３年３月）

�京都コンピュータ学院（京都府京都市）非常

勤講師（２００４年４月～２００５年３月）

�国立国会図書館関西館（京都府精華町）非常

勤調査員（２００４年６月～２００７年２月）

�京都大学大学院情報学研究科産学官連携研究

員（２００４年１０月～２００５年３月）

�奈良産業大学（奈良県生駒郡）情報学部非常

勤講師（２００５年４月～２００７年２月）

�京都大学大学院情報学研究科産学官連携研究

員（２００５年１２月～２００６年３月）

�京都大学大学院情報学研究科産学官連携研究

員（２００６年１２月～２００７年２月）

�愛媛大学総合情報メディアセンター

（２００７年２月）

学 歴：�京都大学理学部卒業（物理学専攻）

（１９９８年３月）

�奈良先端科学技術大学院大学情報学研究科博

士前期課程修了（２０００年３月）

�京都大学大学院情報学研究科博士後期課程単

位取得退学（２００４年３月）

学 位：２０００年修士（工学）（奈良先端科学技術大学院

大学）

所 属 学 会：情報処理学会，IEEE

専 門 分 野：情報ネットワーク，自律分散協調型システム，

モバイルコンピューティング，e-Learning

研 究 課 題：e-Learningシステムのデザインと効果分析，自

律分散ネットワーク，大規模分散ストレージ及

びデジタルアーカイブ，自律分散音響測位シス

テム

部局内貢献：�EPOCH＠まつやま実行委員（２００７年度～）

�ｅラーニング推進検討ワーキンググループ

（２００９年度～）

学外審議会・委員会活動：

�e-Knowledgeコンソーシアム四国企画委員

�システム専門委員（２００８年～）
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�e-まつやま最先端技術研究会理事

（２０１０年度～）

�情報処理学会四国支部評議員（２０１０年度～）

�Treasurer of IEEE Shikoku Section

（２０１１年～）

�国立国会図書館デジタルアーカイブシステム

技術審査委員

�日本Androidの会四国支部

�愛媛情報セキュリティ研究会（通称セキュリ

ティみかん）

�オープンセミナー愛媛実行委員

講 演 実 績：�Moodle講習会（２０１１年３月）
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（1）研究活動
【著 書】

平田 浩一
情報科学のリテラシー２０１０年版，平田浩一，木下浩二他著，日経BP社，２０１０

二神 透
情報科学のリテラシー２０１０年版，平田浩一，木下浩二他著，日経BP社，２０１０

【論 文（過去５年間）】

平田 浩一
国際学会発表論文

�Convex Developments of a Regular Tetrahedron, Jin Akiyama, Koichi Hirata, Midori Kobayashi, and
Gisaku Nakamura, Computational Geometry３４, pp.２－１０, ２００６

紀要・抄録・報告

�算額パネル展への取組み～愛媛の算額展について～，平田浩一，日本数学教育学会誌 第９２回総会特集号（新
潟大会），p.５０１，２０１０

�３D仮想空間セカンドライフにおける算額展示の試み，平田浩一，CIEC２００９PCカンファレンス論文集，pp.２３９
－２４０，２００９

�LMSログ解析による学習効果の一考察，和田武・二神透・平田浩一，CIEC ２００９ PCカンファレンス論文集，
pp.３５９－３６０，２００９

�六斜術とトレミーの定理の関係について，平田浩一，日本数学教育学会誌 第９１回総会特集号（京都大会）第
９１巻 臨時増刊，p.５３５，２００９

�Demaine-O’Rourkeの折りたたみアルゴリズム，平田浩一，数学セミナー，５６８号，pp.３４－３９，２００９
�愛媛大学における２００７年「情報科学」の取り組みと課題，二神透・平田浩一，平成１９年度情報教育研究集会講
演論文集，p.４，２００７

�算木電卓の試作と教育利用，平田浩一，日本数学教育学会誌 第８９回総会特集号（高知大会）第８９巻 臨時増刊，
p.４０５，２００７

�愛媛大学における習熟度別「情報科学」の実施と課題，二神透・平田浩一，平成１８年度情報処理教育研究集会
講演論文集，pp.２６９－２７２，２００６

�算木ソフトの試作－江戸時代の計算法を学ぶ－，二神透・平田浩一，平成１８年度情報処理教育研究集会講演論
文集，pp.７８４－７８６，２００６

�作図教材としての和算・算額，平田浩一，日本数学教育学会誌 第８８回総会特集号（東京大会）第８８巻 臨時増
刊，２００６

中川 祐治
原著論文

�背景領域削除による類似画像検索の検索精度向上，栃原康介・中川祐治，第３回楽天研究開発シンポジウム講
演論文，pp.１－６，２０１０

国際会議

�Detection of Scale Interval on a Ruler in Digital Image, Kazuaki UEDA, Takashi BABA, Yuji
NAKAGAWA, Kaname AMANO, Proceedings of the International Special Workshop on Databases For

Next Generation Researchers（SWOD２００５）, pp.５０－５３, ２００５

紀要・抄録

�類似画像検索のための背景領域削除，栃原康介・中川祐治，平成２２年度電気関係学会四国支部連合大会論文集，
p.１４８, ２０１０

�AndroidのGUIを用いたアプリケーション開発，高木陽介・中川祐治，平成２２年度電気関係学会四国支部連合
大会論文集，p.２７０，２０１０
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�Android端末での問診票アプリケーションの提案，黒田史子・吉本祐真・中川祐治，平成２２年度電気関係学会
四国支部連合大会論文集，p.２７１，２０１０

�Android端末へのOpenCVの導入と評価，兒玉崇志・中北真偉・中川祐治，平成２２年度電気関係学会四国支部
連合大会論文集，p.２７２，２０１０

�メタバースで計算幾何学の一発見を体験するシステムの開発，中川祐治，CIEC２００９PCカンファレンス論文集，
pp.２８３－２８６，２００９

�受講者観察システムの最適化における一考察，平塚伸治・中川祐治，平成２１年度電気関係学会四国支部連合大
会論文集，p.２１５，２００９

�Open Simulatorにおける疑似体験システムの構築，中川祐治・阪本頼則，平成２１年度電気関係学会四国支部

連合大会論文集，p.２１６，２００９

�受講者観察システムのための目領域抽出，小沢哲・笠井政史・中川祐治，平成２０年度電気関係学会四国支部連
合大会論文集，p.２０５，２００８

�ピンぼけ領域削除を用いた類似画像検索，大塚秀之・中川祐治，平成２０年度電気関係学会四国支部連合大会論
文集，p.２０４，２００８

�２方向の微少移動から生成される超解像画像，平塚伸治・中川祐治，平成２０年度電気関係学会四国支部連合大
会論文集，p.２０３，２００８

�HSV色情報を用いた類似画像検索，大塚秀之・中川祐治，平成１９年度電気関係学会四国支部連合大会論文集，
p.２０５，２００７

�２台のカメラによる受講者観察システム，森野聖治・矢本隆晃・中川祐治，平成１９年度電気関係学会四国支部
連合大会論文集，p.２９８，２００７

�色と形の特徴量による類似画像検索，井原修・中川祐治，平成１９年度電気関係学会四国支部連合大会論文集，
p.２０４，２００７

�携帯電話による学習支援システムの構築と評価，濱岡圭・中川祐治，電子情報通信学会／教育工学研究会，ET
２００６－４５，pp.１３－１６，２００６

�受講者観察システムにおける動画像取得とSaccade検出の高速化，森野聖治・濱岡圭・中川祐治，平成１８年度
電気関係学会四国支部連合大会論文集，p.２８４，２００６

�色と形の特徴量を用いた類似画像検索，井原修・上田和章・中川祐治，平成１８年度電気関係学会四国支部連合
大会論文集，p.１６０，２００６

�色情報を用いた魚の卵巣領域抽出，川越一輝・ステファン・プルベ・上田和章・中川祐治，平成１８年度電気関
係学会四国支部連合大会論文集，p.１５９，２００６

�形状特徴量を用いた類似画像検索，田中映理子・上田和章・中川祐治，平成１８年度電気関係学会四国支部連合
大会論文集，p.１５８，２００６

�連結エッジの対応による画像検索の一手法，濱岡圭・上田和章・中川祐治，平成１８年度電気関係学会四国支部
連合大会論文集，p.１５７，２００６

�大学における環境教育の実施「自然に親しむ（ネイチャーゲーム）」の開講，中川祐治，日本環境教育学会研
究発表要旨集，p.２０４，２００６

�受講者観察システムにおける動画像取得とサッケード検出の高速化，森野聖治・中川祐治，CIEC２００６PCカン
ファレンス論文集，pp.２０３－２０６，２００６

�動的計画法を用いた類似画像検索における検索効率の向上，濱岡圭・上田和章・中川祐治，情報処理学会デー
タベース研究会，DBS－１４０，Vol.２００６，No.７８，pp.１７－２２，２００６

�形状特徴量を用いた類似画像検索，田中映理子・上田和章・中川祐治，情報処理学会データベース研究会，DBS
－１４０，Vol.２００６，No.７８，pp.２３－２６，２００６

和田 武
原著論文

�基礎数学・基礎物理学リメディアル教材の製作，和田武・矢野忠，大学情報システム環境研究，Vol.１４，２０１１
�グループ別にみられる教育効果の違い－学習ニーズの向上と習得した知識量および今後の学習意欲－，和田
武・南本長穂，教育情報研究，Vol.２４，No.２，pp.３７－４６，２００８

�俳句サーバの運用管理とキーワードの定量的分析，和田武・墨岡学，大学情報システム環境研究，Vol.９，pp.
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７１－７４，２００６

紀要・抄録・報告

�心が動く，心がつながる，生きた音楽を求めて－子どもから大人へ，楽しく，感動する音楽活動の場の創造－，
楠俊明・石川貴恵・来嶋英生・井上洋一・田邉隆・和田武，愛媛大学教育学部初等教育研究紀要，Vol.４４，pp.

１３３－１４４，２０１１

�心が動く，心がつながる，生きた音楽を求めて－子どもから大人へ，美しく感動する音楽活動の場の創造－，
愛媛大学教育学部附属中学校研究紀要，Vol.６３，pp.１０１－１０８，２０１１

�吸収のreal phase shiftへの効果再論II，川崎守・米沢穣・矢野忠・和田武・広重昇・江沢康生，愛媛大学工学
ジャーナル，Vol.５，pp.２９－４３，２００６

二神 透
原著論文

�松山市における救急走行阻害要因の分析に関する研究，二神透・宮本拓史・渡部正康・前川聡一，安全問題研
究論文集，Vol.５，pp.４３－４８，２０１０．１１

�シナリオ・シミュレータを用いた集中豪雨時の避難計画の提案と評価に関する研究，二神透・濱本憲一郎・中
久保祐典，安全問題研究論文集，Vol.５，pp.２２３－２２８，２０１０．８

�急走行阻害要因分析のためのGPS・動画像解析システムの開発と適用，門脇玄治・二神透・河口尚紀・渡部正
康，情報利用技術シンポジウム，Vol.３５，pp.１３１－１３６，２０１０．１０

�松山市の救急駆けつけ搬送阻害要因の分析，門脇玄治・二神透・河口尚紀・渡部正康，平成２２年度土木学会四
国支部第１６回技術研究発表会講演概要集，CD-ROM，p.２，�－１７，２０１０．５
�松山市における救急病院運用計画の評価に関する研究，平成２２年度土木学会四国支部第１６回技術研究発表会講
演概要集，CD-ROM，p.２，�－１８，２０１０．５
�搬送記録・プローブデータを用いた救急病院運用計画の評価に関する研究，宮本拓史・二神透・前川聡一，第
４２回土木計画学研究・講演集，CD-ROM，p.４，２０１０．１１

�GPS・動画像データを用いた救急車両の走行動態分析，河口尚紀・門脇玄治・二神透・渡部正康・前川聡一，
第４２回土木計画学研究・講演集，CD-ROM，p.４，２０１０．１１

�密集市街地におけるリスクコミュニケーションの展開研究，二神透・木俣昇・濱本憲一郎，第４２回土木計画学
研究・講演集，CD-ROM，p.４，２０１０．１１

�住民参加を目的とした中山間地避難計画支援シミュレータの開発，渡部正康・二神透・柏谷増男・秋山直輝土
木学会四国支部第１５回技術研究発表会講演概要集，pp.２３１－２３２，２００９．５

�GPS・動画データによる松山市の救急搬送時間の変動特性に関する研究，河口尚紀・二神透・柏谷増男・前川
聡一，土木学会四国支部第１５回技術研究発表会講演概要集，pp.２２５－２２６，２００９．５

�中山間地におけるシナリオ避難行動シミュレーションの開発と適用に関する一考察，二神透・河口尚紀，土木
計画学講演集，No.３９，CD-ROM，２００９．６

�LMSログ解析による学習効果の一考察，和田武・二神透・平田浩一，２００９PCカンファレンス論文集，CD-
ROM，２００９．８

�中山間地の避難計画支援のためのリスク・コミュニケーション・シミュレータ開発，二神透・河口尚紀・木俣
昇・渡部正康，土木情報利用技術論文集，Vol.１８，CD-ROM，２００９．７

�松山市の救急搬送時間マップを用いた救急医療機関の戦略的指定計画に関する研究，二神透・柏谷増男・渡部
正康，土木学会安全問題研究論文集，Vol.４，２００９．８

�中山間地域におけるリスク・コミュニケーションのための支援システム開発，二神透・河口尚紀，土木計画学
講演集，No.４０，CD-ROM，２００９．７

�救急車両の交差点通行時における走行規定要因分析に関する研究－松山市天山交差点を事例に－，河口尚紀・
二神透・柏谷増男・前川聡一，土木計画学講演集，No.４０，CD-ROM，２００９．７

�住民参加のための大震時火災延焼シミュレーション・システム開発，土木情報利用技術論文集，Vol.１７，pp.３９
－４６，２００８．１０

�Study on an Available System by the Portable GPS for the Formation of Residents Participation to a Refuge
Planning Journal of Civil Engineering Information Processing System Vol.１７, pp.４４７－４６３, ２００８.１０

�高速道路上の交通事故認知・出動の現況と課題，土木学会安全問題研究論文集，Vol.３，pp.１３１－１３６，２００８．１１
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�高速道路上での交通事故に対する救急対応事例分析に関する研究，土木計画学研究・論文集，Vol.２５，No.２，
pp.８５９－８６８，２００８．３

�避難計画シナリオへの住民参画化のための携帯GPS活用システムの研究，二神透・木俣昇，土木情報利用技術
論文集，Vol.１６，pp.２３３－２４４，２００７．１０

�地震時市街地避難計画のシナリオシミュレーション技術に関する基礎的研究，木俣昇・寺西伸太郎・二神透，
土木計画学研究・論文集 No.２４，pp.２２３－２３２，２００７．１１

�火災延焼シミュレータを用いた防火樹木整備支援システムの開発，二神透・木俣昇，土木計画学研究・論文集，
No.２８，pp.３２５－３３４，２００６

紀要・抄録・報告

�住民参加を目的とした中山間地避難計画支援シミュレータの開発，渡部正康・二神透・柏谷増男・秋山直輝，
土木学会四国支部第１５回技術研究発表会講演概要集，pp.２３１－２３２，２００９．５

�GPS・動画データによる松山市の救急搬送時間の変動特性に関する研究，河口尚紀・二神透・柏谷増男・前川
聡一，土木学会四国支部第１５回技術研究発表会講演概要集，pp.２２５－２２６，２００９．５

�地震時火災リスクシミュレーションの開発と適用法のシステム分析，二神透・木俣昇，土木計画学研究・講演
集 Vol.３６，２００７．１１

�避難訓練計画への住民参画化支援システム研究，二神透・木俣昇，土木計画学研究・講演集，Vol.３６，２００７．１１
�愛媛大学における２００７年「情報科学」の取り組みと課題情，二神透・平田浩一，情報処理教育集会講演集，２００７．
�GPSデータを用いたペトリネット・シミュレータ入力系システムの開発，二神透・木俣昇，第１３回土木学会四
国支部講演概要集，pp.２９６－２９７，２００７．５

�ペトリネットシナリオシミュレータを用いた中山間防災計画に関する研究，二神透・寺田一雄，第１２回土木学
会四国支部講演概要集，pp.２９６－２９７，２００６．５

�防火樹木を考慮した地震時火災シナリオシミュレータの開発，二神透・末廣文一，第１２回土木学会四国支部講
演概要集，pp.２９８－２９９，２００７．５

�地震時避難計画シナリオのペトリネットシミュレーション構成研究，富永勇・木俣昇・二神透，平成１８年度土
木学会中部支部研究発表会講演概要集，CD-R �－５１，２００７．３
�緊急車両の地震時広域出動シナリオのペトリネットシミュレーション開発，佐藤謙一郎・木俣昇・二神透，平
成１８年度土木学会中部支部研究発表会講演概要集，CD-R �－５２，２００７．３
�中山間地における相互扶助型災害時避難システムと救援システム構築，二神透，平成１７年度～１８年度科学技術
研究補助金（基盤研究C）研究成果報告書，２００７．３

�愛媛大学における習熟度別「情報科学」の実施と課題，二神透・平田浩一，情報処理教育集会講演集，２００６
�中山間地域の救急・避難計画支援のためのシナリオ・シミュレータの適用に関する基礎的研究，二神透・木俣
昇，土木計画学研究・講演集，No.３２，（３６３），２００６

�中山間地域の救急・避難計画のための情報システム開発，二神透・木俣昇，第３０回情報利用技術シンポジウム・
講演集，２００６

�ペトリネットシナリオシミュレータを用いた中山間防災計画に関する研究，二神透・寺田一雄，第１２回土木学
会四国支部講演概要集，pp.２９６－２９７，２００６

�防火樹木を考慮した地震時火災シナリオシミュレータの開発，二神透・末廣文一二，第１２回土木学会四国支部
講演概要集，pp.２９８－２９９，２００６

川原 稔
原著論文

�データマイニングによる学習管理システムログからの学習行動と効果の関係導出，明賀啓太・佐々木隆志・川
原稔，可視化情報学会第３７回可視化情報シンポジウム講演論文集，pp.８３－８８，２００９

�コンテンツ類似度に基づいたP２Pネットワークの自己組織化アルゴリズム，遠藤慶一・最田健一・川原稔・高
橋豊，電子情報通信学会論文誌，Vol. J９１－D，No.６，pp.１４９４－１５０５，２００８

�Encoding for Secure Computations in Distributed Interactive Real-time Applications, Keiichi Endo, Minoru
Kawahara, and Yutaka Takahashi, Computer Communications, Vol.３１, No.９, pp.１６７９－１６８６, ２００８

�負荷分散型の大規模多人数参加型サービスにおける不正攻撃対策，遠藤慶一・川原稔・高橋豊，情報処理学会
論文誌，Vol.４７，No.４，pp.１０８７－１０９８，２００６
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国際学会発表論文

�Replica selection for parallel and multi-wavelength downloading in optical grid networks, Hirata, K. and
Kawahara, M., ４th Workshop on Network Control and Optimization（net-coop’１０）, pp.８２－８９, ２０１０

�A Distributed Architecture for Massively Multiplayer Online Services with Peer-to-Peer Support, Endo, K.,
Lawahara, M. and Takahashi, T., IFIP International Federation for Information Processing, Network

Control and Engineering for QoS, Security, and Mobility, IV, IFIP, pp.１４７－１５８, ２００７

�A Proposal of Encoded Computations for Distributed Massively Multiplayer Online Services, Endo, K.,
Kawahara, M. and Takahashi, Y., Proceedings of ACM SIGCHI International Conference on Advances in

Computer Entertainment Technology２００６（ACE２００６）, CD-ROM, ２００６

紀要・抄録・報告

�光バースト交換網におけるマルチキャストを考慮した競合回避手法，平田孝志・川原稔，電子情報通信学会ネッ
トワークシステム研究会 信学技報 NS２０１０－１６６，Vol.１１０，No.４４８，pp.１９－２４，２０１１

�光グリッドネットワークにおける複数波長を用いた並列ダウンロード手法，平田孝志・川原稔，電子情報通信
学会ネットワークシステム研究会 信学技報 NS２０１０－８８，Vol.１１０，No.２８６，pp.１－６，２０１０

�ロービジョン者のパソコン操作環境を最適化するための視覚特性評価キットの開発，高橋信行・佐々木隆志・
川原稔，電子情報通信学会教育工学研究会 信学技報 ET２０１０－３６，Vol.１１０，No.２０９，pp.６１－６６，２０１０

�P２Pネットワークにおける保有コンテンツの類似性を考慮した検索効率向上手法，遠藤慶一・最田健一・川原
稔・高橋豊，情報処理学会第６９回全国大会講演論文集，No.３，pp.５７－５８，２００７

�大規模多人数参加型サービスにおけるサーバ負荷分散法，遠藤慶一・川原稔・高橋豊，日本オペレーションズ
�リサーチ学会研究部会 平成１８年度第２回若手OR研究者の会（KSMAP），２００６
�P２Pアプリケーションにおける一次変換を用いたユーザ情報隠蔽法の提案，遠藤慶一・川原稔・高橋豊，電子
情報通信学会技術研究報告，Vol.１０５，No.６２８，pp.１０７－１１２，２００６
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（2）学会発表等

平田 浩一
�伊佐爾波神社 吉田茂兵衛の算額の解，平田浩一，第２４回愛媛和算研究会，２０１１．２
�算額パネル展への取組み～愛媛の算額展について～，平田浩一，第９２回全国算数・数学教育研究（新潟）大会，２０１０．８
�遊びとしての和算，平田浩一，第２３回愛媛和算研究会，２０１０．７．２５
�愛媛大学における基礎科目「情報科学」の取組み，平田浩一，第４７回国立大学教養教育実施組織会議，２０１０．５

中川 祐治
�背景領域削除による類似画像検索の検索精度向上，栃原康介・中川祐治，第３回楽天研究開発シンポジウム，２０１０．１２
�類似画像検索のための背景領域削除，栃原康介・中川祐治，平成２２年度電気関係学会四国支部連合大会，２０１０．９
�AndroidのGUIを用いたアプリケーション開発，高木陽介・中川祐治，平成２２年度電気関係学会四国支部連合大
会，２０１０．９

�Android端末での問診票アプリケーションの提案，黒田史子・吉本祐真・中川祐治，平成２２年度電気関係学会四国
支部連合大会，２０１０．９

�Android端末へのOpenCVの導入と評価，兒玉崇志・中北真偉・中川祐治，平成２２年度電気関係学会四国支部連合
大会，２０１０．９

和田 武
�英語俳句の特徴抽出と文書ベクトルの構成，檀裕也・墨岡学・和田武，情報処理学会第７３回全国大会，２０１１
�基礎数学・基礎物理学リメディアル教材の製作，第１９回国公立大学センター情報システム研究会，２０１１
�研究開発用ネットワークを活用した遠隔地間合唱の実験，和田武・井上洋一・田邉隆・永井明・三原義樹，日本教
育情報学会第２６回年会，pp.３０８－３０９，２０１０

�サポートベクターマシンによる英語俳句の抽出，檀裕也・和田武・墨岡学・情報処理学会第７２回全国大会，２C－
５，２０１０

�英語俳句サイトShikiの軌跡－Shiki Team年代記，墨岡学・和田武・田中喜美代・井上博民，Dabid Bogdan，情報
処理学会第７２回全国大会，２H－１，２０１０

二神 透
�松山市の救急駆けつけ搬送阻害要因の分析，門脇玄治・二神透・河口尚紀・渡部正康，平成２２年度土木学会四国支
部第１６回技術研究発表会講演概要集，CD-ROM，p.２，�－１７，２０１０．５
�松山市における救急病院運用計画の評価に関する研究，平成２２年度土木学会四国支部第１６回技術研究発表会講演概
要集，CD-ROM，p.２，�－１８，２０１０．５
�搬送記録・プローブデータを用いた救急病院運用計画の評価に関する研究，宮本拓史・二神透・前川聡一，第４２回
土木計画学研究・講演集，CD-ROM，p.４，２０１０．１１

�GPS・動画像データを用いた救急車両の走行動態分析，河口尚紀・門脇玄治・二神透・渡部正康・前川聡一，第４２
回土木計画学研究・講演集，CD-ROM，p.４，２０１０．１１

�密集市街地におけるリスクコミュニケーションの展開研究，二神透・木俣昇・濱本憲一郎，第４２回土木計画学研究・
講演集，CD-ROM，p.４，２０１０．１１

川原 稔
�光バースト交換網におけるマルチキャストを考慮した競合回避手法，平田孝志・川原稔，電子情報通信学会ネット
ワークシステム研究会 信学技報 NS２０１０－１６６，Vol.１１０，No.４４８，pp.１９－２４，２０１１

�Replica selection for parallel and multi-wavelength downloading in optical grid networks, Hirata, K. and
Kawahara, M., ４th Workshop on Network Control and Optimization（net-coop’１０）, pp.８２－８９, ２０１０

�光グリッドネットワークにおける複数波長を用いた並列ダウンロード手法，平田孝志・川原稔，電子情報通信学会
ネットワークシステム研究会 信学技報 NS２０１０－８８，Vol.１１０，No.２８６，pp.１－６，２０１０

�ロービジョン者のパソコン操作環境を最適化するための視覚特性評価キットの開発，高橋信行，佐々木隆志・川原
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稔，電子情報通信学会技術報告信学技報，vol.１１０，no.２０９，ET２０１０－３６，pp.６１－６６，２０１０．９

佐々木隆志
�ロービジョン者のパソコン操作環境を最適化するための視覚特性評価キットの開発，高橋信行，佐々木隆志・川原
稔，電子情報通信学会技術報告信学技報，vol.１１０，no.２０９，ET２０１０－３６，pp.６１－６６，２０１０．９

�e-Learningの展望と愛媛大学総合情報メディアセンターの取り組み，佐々木隆志，第５１回次世代大学教育研究
会，２０１０．１０
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（1）教育活動

【講 義】

平田 浩一
１）講義（情報科学）

�２０１０年度前期，情報科学，共通基礎教育科目，学部

２）講義（情報科学以外）

�２０１０年度前期，幾何学Ⅰ，１５名，専門教育科目，学部
�２０１０年度前期，幾何学Ⅱ，１０名，専門教育科目，学部
�２０１０年度前期，情報科教育法Ⅱ，１５名，教職専門科目，学部
�２０１０年度前期，プロジェクト研究Ⅰ，４名，専門教育科目，学部
�２０１０年度前期，数学・情報研究，３名，専門教育科目，学部
�２０１０年度前期，幾何学特論Ⅰ，２名，専門教育科目，修士
�２０１０年度後期，幾何学概論，２０名，専門教育科目，学部
�２０１０年度後期，プログラミング実践，１１名，専門教育科目，学部
�２０１０年度後期，プログラミング言語Ⅱ，９名，専門教育科目，学部
�２０１０年度後期，データ構造とアルゴリズム，１４名，専門教育科目，学部
�２０１０年度後期，情報科教育法Ⅰ，１１名，教職専門科目，学部
�２０１０年度後期，プロジェクト研究Ⅱ，４名，専門教育科目，学部
�２０１０年度後期，数学・情報研究，３名，専門教育科目，学部
�２０１０年度後期，幾何学特論Ⅰ演習，１名，専門教育科目，修士
�２０１０年度後期，フィールド演習，３名，専門教育科目，修士
�２０１０年度通年，卒業研究，９名，専門教育科目，学部
�２０１０年度通年，課題研究，１名，専門教育科目，修士

中川 祐治
１）講義（情報科学）

�２０１０年度前期，情報科学，共通基礎教育科目，学部

２）講義（情報科学以外）

�２０１０年度前期，数学セミナー１，４名，専門教育科目，学部
�２０１０年度前期，数理科学ゼミナールⅠ，１名，専門教育科目，修士
�２０１０年度前期，自然の法則（自然認識学），１７名，教養教育科目，学部
�２０１０年度後期，コンピュータ基礎，５３名，専門教育科目，学部
�２０１０年度後期，情報数理学続論，１１名，専門教育科目，学部
�２０１０年度後期，環境ESD（環境ESD指導者養成講座Ⅰ），１７名，教養教育科目，学部
�２０１０年度後期，数理科学ゼミナールⅡ，１名，専門教育科目，修士
�２０１０年度後期，応用数学，８名，専門教育科目，修士
�２０１０年度通年，数学ゼミナールⅡ，１名，専門教育科目，修士
�２０１０年度通年，卒業研究，４名，専門教育科目，学部

和田 武
１）講義（情報科学）

�２０１０年度前期，情報科学，共通基礎教育科目，学部

２）講義（情報科学以外）

�２０１０年度前期，教育情報・メディア論，集中，２４名，専門教育科目，理学部
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�２０１０年度前期，情報学特論，２名，専門教育科目，修士
�２０１０年度前期，データベース論，１５名，専門教育科目，教育学部
�２０１０年度前期，データベース演習，１３名，専門教育科目，教育学部
�２０１０年度後期，プログラミング言語Ⅰ，１１名，専門教育科目，教育学部
�２０１０年度後期，プログラミング演習Ⅰ，１４名，専門教育科目，教育学部
�２０１０年度後期，人間科学情報処理，１３名，専門教育科目，法文学部
�２０１０年度後期，人文学情報処理演習Ａ，２５名，専門教育科目，法文学部
�２０１０年度後期，情報学特論演習，２名，専門教育科目，修士

二神 透
１）講義（情報科学）

�２０１０年度前期，情報科学，共通基礎教育科目，学部

２）講義（情報科学以外）

�２０１０年度前期，確率・統計，６７名，専門教育科目，学部
�２０１０年度後期，土木計画学，１２３名，専門教育科目，学部
�２０１０年度通年，環境建設工学特別実験，４名，修士
�２０１０年度通年，環境建設工学特別基礎演習，３１名，修士

川原 稔
１）講義（情報科学）

�２０１０年度前期，情報科学，共通基礎教育科目，学部

２）講義（情報科学以外）

�２０１０年度前期，データ工学特論，３名，専門教育科目，修士
�２０１０年度後期，情報ネットワーク特論，２８名，専門教育科目，修士
�２０１０年度後期，システムデザイン，８名，専門教育科目，学部

佐々木隆志
１）講義（情報科学）

�２０１０年度前期，情報科学，共通基礎教育科目，学部

２）講義（情報科学以外）

�２０１０年度前期，情報ネットワーク，８６名，専門教育科目，学部
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【論文指導】

平田 浩一
�２０１０年度 卒業論文指導 学生数 ９名

中川 祐治
�２０１０年度 卒業論文指導 学生数 ４名

二神 透
�２０１０年度 卒業論文指導 学生数 ３名

川原 稔
�２０１０年度 卒業論文指導 学生数 ３名

�２０１０年度 修士論文指導 学生数 １名

【論文審査】

平田 浩一
�２０１０年度 修士論文審査数（副主査）１名

中川 祐治
�２０１０年度 修士論文審査数（副主査）１名

川原 稔
�２０１０年度 修士論文審査数（副主査）１名
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（2）教育支援

【授業改善】

平田 浩一
�FDスキルアップ講座講師，「Eラーニング入門」，愛媛大学教育・学生支援機構，２０１０年９月

二神 透
�FDスキルアップ講座講師，「パワーポイント入門」，愛媛大学教育・学生支援機構，２０１０年９月

【サークル等活動指導】

平田 浩一
�軟式庭球愛好会顧問

中川 祐治
�１－Talent（キリスト者学生会）顧問

和田 武
�SCVメディアサポーターズ映像部顧問
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（1）研究成果

平田 浩一
�和算と算額に関する研究
江戸時代に日本独自に発達した数学「和算」では，数学の難問が解けたことを感謝し問題・答・解法を絵馬「算額」

にして神社仏閣に奉納する習慣があった。愛媛県内にも伊佐爾波神社などに約３０面の算額が残されている。これらの算

額については昭和４０年頃から中学・高等学校の教員が研究会を組織し調査研究活動を行ってきている。研究室では約１０

年前から愛媛和算研究会（会長：浅山秀博，会員４５名）と共同して和算・算額について，特に難解な伊佐爾波神社の算

額などについて，調査研究活動を行ってきた。

しかしながら愛媛の算額について知っている県民は現状では残念ながら僅かである。そこで，これまでの研究活動で

得られた成果を，今後は地域に，特に中高生・大学生といった若い人々に還元して行く活動を中心に展開することを計

画している。具体的には，中学・高校での和算・算額紹介パネル展や愛媛大学ミュージアムでの算額展などの実施を計

画している。地域に残された算額という貴重な文化的財産について多くの人々に知ってもらい，愛媛の文化を大切にす

る心を育てる活動である。

平成２２年３月１６日から３月２８日までの期間，松山市の坂の上の雲ミュージアムにて開催し，会期中の来場者は約２，５００

名であった。会場には「和算で遊ぼう」のコーナーを設け，算木・算盤とノートPCを３台設置した。ノートPCには算

木電卓ソフトや，「ひろいもの」と「油わけ算」の問題をゲーム化したFLASHアプリをインストールし来場者が自由に

利用できるようにした。算木やソフトの使い方については愛媛大学の学生が説明を行った。会期中に講演会を２回開催。

初回は愛媛和算研究会から浅山秀博「算額ってなあーに」と平田浩一「遊びとしての和算」の講演を行う。２回目は作

家の鳴海風氏をお招きして「天才和算家が求めた究極の美－久留島義太の生涯－」の演題で行う。

�幾何教材としての折り紙作図の研究
折り紙作図は，ゲレトシュレーガーの書『折り紙の数学－ユークリッドの作図法を超えて』（２００２）で，定規とコン

パスでは作図不能な３次方程式や４次方程式に帰着する作図問題も折り紙作図では作図が可能であることが紹介されて

以来，世界的に注目を浴びている。平成２０年度からこの研究で科学研究費補助金を得ることができたため，和算や算額

での図形問題の中から３次方程式や４次方程式に帰着する問題に着目し，具体的な折り紙作図手順を見つける研究に着

手している。

中川 祐治
�Android端末による物体同定
iPadやAndroidを搭載したカメラ付き小型端末で，博物館や美術館の展示物を見学者に解説するガイドシステムを構

築する。この時，展示物は既知でありその数は有限である。そこで，カメラの視野に収まっている物体がどの展示物で

あるかを同定する物体同定のアルゴリズムを開発する必要がある。物体同定の手法としては，a）画像の特徴量による

同定，b）GPS・電子コンパスによるカメラの位置・方向と物体との位置関係での同定，c）展示物にマーカを付け，そ

のマーカの判別による同定がある。小型端末にこれらの手法を実装する場合，ａは処理時間が膨大になり実用的でない。

また，ｂはGPS用衛星の電波が届く屋外に利用が限定されるため，屋内の展示物に対する物体同定には利用できない。

ｃはａと比べて処理時間を縮小でき，さらに屋内外を問わず利用できる。そこでｃの手法を実現するために，物体同定

のためのマーカ認識手法を開発した。
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�類似画像検索のための背景領域削除
近年，デジタルカメラやカメラ機能付き携帯電話が普及し，記憶媒体の大容量化が進んでいる。それに伴って，個人

が扱う事のできるデジタル画像の枚数が増え，画像サイズが大きくなる傾向にあり，画像データ検索システムが求めら

れている。画像データ検索の手法には，キーワード検索と類似画像検索があり，類似画像検索は画像にキーワードを付

加する必要がなく，個人が所有する画像データの検索に必須である。一般に，撮影された画像では，対象にピントを合

わせるため，対象領域以外の背景領域はピントの合っていない，いわゆるピンぼけ領域となる。このピンぼけ領域は，

ピントの合った領域に比べて，周波数強度を示すパワースペクトルの値が低いという特徴がある。さらに，ピントの合っ

た対象領域と，ピンぼけ領域の境界部分は，輝度値が急激に変化しており，輝度値の変化の度合いを表すエッジ強度が

大きい。そこで，このパワースペクトルの値が低い領域を削除し，さらにそのピンぼけ領域削除後の画像に対し，エッ

ジ強度を用いた背景領域削除を行うことで，背景領域の削除による対象領域の抽出が可能であることを示した。

�メタバースにおける平面図形からの３次元物体構成
メタバースを構築するオープンソースのサーバソフトウェアとしてOpenSimがある。OpenSimの機能は，SIM（仮

想の土地）を作り，SIMの中でのプリム（直方体，円柱，三角錐等の基本形状）の作成とプリムの変形（size，path cut，

twist，taper，top shear），プリムのスクリプト記述による制御（位置，回転，色，透明度，大きさ等），プリムを組み

合わせた３Dオブジェクトの作成ができる。我々は「立方体の展開図から，貼り合せる辺の組を変えることで別の立体

が作られる」というJoseph O’Rourkeの発見を体験するシステムをメタバースで構築することを目指している。しかし

OpenSimではプリムに平面図形は存在せず，立体のプリムの厚さを一定値以下にできないため，OpenSimにおいて平

面図形は作成できない。さらに，平面図形を折った形も作成できない。また貼り合わせる順序と解の数の組み合わせに

より，膨大な数の途中経過の形が存在するため，これを表現することは不可能である。この問題を解決する方法として，

OpenSimの使用するデータベース管理ソフトであるMySQLのデータベースファイルの中のプリムの位置と形状が書か

れたファイルを直接書き換えることを考え，データベースの解析を行った。これによりプリムの数・位置・形状の数値

を直接変更できるようになる。さらに，プリムの数・位置・形状の直接の変更により複数の平面プリムを設置すること

で途中経過の形状を表現することができる。これらのことを可能とするためOpenSimのソースを書き換えて，辺の選

択とそれに対応したデータベースファイルを読み込む機能，さらに予め１７個の解に対応する平面図形の形状データの構

築が必要であることがわかった。

和田 武
�e-Learningによる基礎数学及び基礎物理学の学習
高校数学及び物理学の未修学生のための補習教育や，習得レベルの向上を目指した自学自習システムをe-Learningシ

ステム上に構築し，新入学生の数学及び物理学の基礎的知識の底上げ可能なシステムの開発を行っている。このシステ

ムは，社会にも公開予定であるので，数学及び物理学の必要性を感じて再度学ぼうとする社会人のためにも手引きとな

るものである。本研究は，「CIEC ２００９ PCカンファレンス」及び，「平成２２年度国公立大学センター情報システム研究

会」で報告し，「大学情報システム環境Vol.１４」に掲載されることになっている。

�教育効果に関する研究
学外の共同研究者とともに，大学一般情報処理教育を受講する学生を対象にアンケート調査を実施し，教育効果を分

析している。また，よりよい教育効果を探るために，２回生以上の受講済者に対して追跡調査を行い，受講直後と現在

の情報活用能力に関する意識面・事実面の変移についても研究を進めている。本研究は，「教育情報研究Vol.２４，No.２」

で発表している。

�インターネットHAIKUサーバの運用管理とデータベースの構築
国際交流の強化・地域社会への貢献を目的として，正岡子規のインターネット俳句サーバSHIKIを運用・管理してい

る。SHIKIを通じて積極的な情報発信を行っており，データベース機能を追加した俳句検索・投句支援システムの開発

を行っている。さらに，HAIKU WikiやHAIKU SNSのサイト運用についても検討を重ねている。本研究は，「大学情

報システム環境Vol.９」などで発表している。

�JGN２plusを利用した文化交流実験
遠隔地を実験テストベッドネットワーク（JGN２plus）で結んだ文化交流実験を行っている。具体的には，宇都宮大

学，鹿児島大学と共同で，テーマ「協調型ドキュメントマネジメントシステムの遠隔地利用における実証実験」で教育

素材コンテンツの協調製作により問題抽出，分析を行っている。本研究は，「学術情報研究誌」に投稿中である。
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二神 透
�地震防災各種シミュレータの開発と実践研究
地震火災に対する，都市計画・防災計画を支援する情報システムの開発と実践研究を行っている。その特徴は，住民・

行政自らが都市の構造データを採取し，専門家とともに，施策の効果を定量的かつ視覚的に把握できる点にある。図１

は，開発した地震火災延焼シミュレーションの密集木造市街地への適用事例である。現在，開発したシステムを援用し，

住民との災害リスクコミュニケーションを通じた地域防災力の向上を図っている。図２は，河川氾濫時の避難シミュレ

ータを表している。図３は，地震時・豪雨時の土砂災害を前提とした比案シミュレータを，図４は，土砂災害ハザード

マップを活用した避難シミュレータを表している。

図１ 大震時火災延焼シミュレータ 図２ 河川氾濫避難シミュレータ

図４ 土砂災害ハザードマップを考慮した

避難シミュレータ
図３ 中山間地域の孤立避難シミュレータ

�ハザードマップに基づく避難シミュレータ開発
図４は，土石流危険渓流，地すべり危険個所のハザードマップを表示し，避難のタイミングと，避難経路の決定が避

難の安全性に与える状況を再現するシミュレータを表している。図５は，津波避難シミュレータであり，津波避難時の，

要援護者の支援計画の策定と避難時間をシミュレートできる。

図５ 津波避難シミュレータ
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�救急車両走行阻害要因の分析
実走行救急車両の，GPSデータ，動画像データを採取し，走行阻害要因の分析を行っている。図６は，工学部技術職

員と開発した，GPSと動画像の同期再生システムである。このシステムより，救急車両の速度の分布，道路状況等，走

行阻害要因を抽出することができる。

図６ 救急車実走行GPSと動画像の同期解析

システム

川原 稔
�情報ネットワーク・オーバーレイネットワーク
ネットワーク上に存在するコンピュータ同士によりP２Pネットワークを形成し，情報の共有やコンテンツの流通を行

うオーバーレイネットワークに関する研究を行っている。P２Pネットワークでは，情報流を制御するための集中的なサ

ーバをもつ必要がないため，サービスを提供するサーバにかかる負荷を低く抑えることができ，また，障害に対しても

強い耐性がある。これにより，情報共有やコンテンツ流通の能力を現在よりも飛躍的に高めることが可能である。この

ような情報インフラを視覚障がいをもつ人々に対する支援や遠隔介助に適用する研究も行っている。

�知識工学・データマイニング
ネットワークやコンピュータの処理能力が高まるにつれて，扱わなければならない情報の量は莫大になっている。そ

の中から有用な情報や目的の情報を抽出するためには，高速で自動的な知識抽出技術が不可欠となる。知識抽出技術と

してデータマイニングが注目されて久しいが，この技術を用いて情報検索に対する援用に関する研究を行っている。P

２Pネットワークにおける情報検索には，データマイニング手法の援用が不可欠である。近年では，学習管理システム

に記録される学習行動記録から，学習に有効・効果的あるいは逆効果な行動を導出して，指導に役立てられる知識を導

出する研究も行っている。

�情報通信システムの構築・性能評価
理論的な研究ばかりでなく，実際に大規模なネットワークやシステムの構築や運用を行っている。愛媛大学のネット

ワークや情報基盤システム（前学期のみであり，現行のシステムには一切関与していない）もその一つである。大規模

な情報通信システムを構築して運用するには，性能評価を適正に行って適切な情報資源の配置を行い続ける必要があ

る。最先端の研究を行っているばかりでなく，実際の情報通信システムへの適用といった実学に基づいた研究開発も行っ

ている。
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佐々木隆志
�P２P（Peer-to-Peer）ネットワーク
複数のコンピュータが対等（peer-to-peer）の関係でデータ及びメタデータを授受することにより分散型の情報管理

を実現し，またコンピュータ同士がネットワーク層の制約とは独立にアプリケーションの要求に応じた論理的なネット

ワーク（overlay network）を動的に結ぶことで，アプリケーションの性能を改善する研究を行っている。特にオーバ

ーレイネットワークの構築に非線形振動子群の集団同期現象を利用することを目指している。

�知識の自己組織化
様々な専門分野ではその知識範囲におけるタクソノミー及びオントロジーが存在し，それらはメタデータとして記述

されることにより文書分類に用いられている。一方，不特定多数の集合知による文書への特徴付けとしてはより制約の

緩やかなフォークソノミーによるタグ付けが用いられることが多い。しかしフォークソノミーは統制されていないが故

にタグ付けが進むにつれ結果として特徴が薄らぎ，分類や検索への有効利用が困難であるという欠点がある。そこでタ

グ付けの共起関係及び包含関係から，フォークソノミーがその中では十分に各文書を特徴づけるような部分文書集合を

抽出し，その中でのフォークソノミーの構造がどの知識範囲におけるタクソノミーと類似しているかにより文書を分類

することを考えている。これはRSSフィードや障害レポートのような雑多な情報からの情報抽出に役立つとともに，オ

ーバーレイネットワークの形成に反映することでP２Pネットワーク上での情報検索及び取得の高速化につながる。

�情報システムの性能評価
実際に情報システムを構築し，ユーザに対して安定したサービスを提供するには，情報システムの設計段階から正常

系の適切なモデル化による性能評価が必要であるとともに，実際の利用における性能測定及び障害対策など異常系につ

いての対策も必要である。そこで，特にe-Learningシステムの利用モデルについての検証や性能改善のための開発を，

本センターの有する大規模な情報システムの実利用における性能測定に十分な機材を活用して行っている。

�LMSの効果測定・分析・評価に関する研究
教育活動の効果を多面的に分析するためには，学習者特性，学習行動，学習目標達成度，教材特性についての評価を

主観的評価と客観的評価の両面から行う必要がある。

このような分析を大規模に行うためには学習活動を詳細に記録することができるLMSの利用が適している。

LMSにより得られたサンプルからデータマインニング手法を用いて，学習目標達成に寄与する学習要素を抽出する

ことで，効果的な教材開発につなげるための研究を行っている。

またLMSのリーチャビリティ向上のために，アクセシビリティに関する改善点を学習者行動から抽出する研究を行っ

ている。
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（2）CITEシンポジウム

�平田 浩一

発表テーマ
算額パネル展への取組み～愛媛の算額展について～

発表内容
愛媛の算額展は，主催：愛媛和算研究会，共催：松山市で，平成２２年３月１６日から３月２８日までの期間，松山市の坂の上の

雲ミュージアムにて開催された。この発表では算額パネル展の試みについて報告する。会期中の来場者は予想より多く約２，５００

名であった。

算額パネル展では，愛媛県内の算額３４面すべてのパネルを展示した。実物の算額もできるだけ展示したかったので伊佐爾波

神社の算額２面と吉藤三島神社の算額１面を展示した。また，『続神壁算法』，『容術』，『雑題』などの和算書の展示も行った。

会場には「和算で遊ぼう」のコーナーを設け，算木・算盤とノートPCを３台設置した。ノートPCには算木電卓ソフトや，

「ひろいもの」と「油わけ算」の問題をゲーム化したFLASHアプリをインストールし，来場者が自由に利用できるようにした。

算木やソフトの使い方については愛媛大学の学生が説明を行った。

会期中に講演会を２回開催。初回は愛媛和算研究会から浅山秀博「算額ってなあーに」と平田浩一「遊びとしての和算」の

講演を行う。２回目は作家の鳴海風氏をお招きして「天才和算家が求めた究極の美－久留島義太の生涯－」の演題で行う。

愛媛県内の実際の算額の問題から４問（初級問題１問，中級２問，上級１問）を出題し，４月末日締切で解答を募集した。

２８通の応募があった。このうち初級問題の回答者２６名，中級問題１７名，上級問題６名であった。年代別では，１０代３名，２０代

２名，３０代４名，４０代４名，５０代４名，６０代４名，７０代１名，８０代１名，不明５名であった。高校生・大学生の応募が少な

かったことは残念である。

会場は町の中心部にあるため来場者に恵まれたが，期待していた中学生・高校生・大学生の来場は思いのほか少なかった。

今後は高校や大学において同様な算額パネル展を企画していきたいと考えている。
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�中川 祐治

発表テーマ
Androidにおける画像認識アプリケーションの開発

発表内容
いわゆるスマートフォンの普及の背景には，小型端末のOSの進歩がある。その中でも特にAndroidの普及が目覚ましく，

パッド型の携帯端末にも利用されるようになってきた。Androidはオープンソースとして提供されるため，技術の普及や相互

利用の促進も見込まれており，さらにアプリケーション開発はJavaで行えるので，一般ユーザでもアプリケーション開発に

従事できるというメリットがある。また，小型端末内部には種々のセンサーを備えているので，「セカイカメラ」のようなセ

ンサーを複数利用したアプリケーション開発も可能である。

Androidのアプリケーションを開発するには，ソフト開発の統合環境を提供するEclipseを用い，Sun Java SDKとADT

（Android Development Tools plugin）及びNDK（Android Native Developmet kit）をインストールすることで可能になる。

さらにこれらはOSを選ばないため，身近な環境ですぐにでも開発に着手できる。実際に，２０１０年度前期の理学部数学科３年

生向けの「数学セミナーⅠ」の授業でAndroidアプリケーションの開発を行うことができた。なお，この講義では実際にAndroid

アプリケーションの開発に従事している企業の開発者を招くことで，より実践的な内容とすることができた。

Android端末の中にはカメラが組み込まれている物が多数あり，Android小型端末で画像処理が実行できれば，移動体ある

いは移動しながらの画像処理が可能となる。そこで，Androidへの画像処理ライブラリの導入を検討した。対象としたのは豊

富な画像処理関数を備えているIntel社のOpenCVで，OpenCV自体がC＋＋で記述されているため，NDKによりネイティブコ

ードを生成し，JNI（Java Native Interface）による呼出しを行った。このような環境で，画像処理の基本的な要素である重

畳計算，アフィン変換，差分処理及びクラスタリングを実行させた。その結果，重畳計算とアフィン変換に関しては実行エラ

ーとなり，差分変換及びクラスタリングに関しては実行できるものの，PCでの通常の動作に比べて１００から２００倍の計算時間

を要する事が分かった。これらの結果を踏まえ，画像処理関数をJavaで独自に記述する必要性があることを認識した。

一方，e-まつやま最先端情報技術研究会の会員である四国電力との共同研究が始まり，四国電力原子力保安研修所内の展示

物に対して，Android端末により自動的に案内を行うガイドシステムの構築に着手した。研修所内の展示物は１メートル程度

の物から，数十メートル程度の物まで多種多様であり，まずこれらを画像により同定するためのアルゴリズムが必要となる。

そこで，物体に特殊なマーカを貼る事で，物体同定を行うアプリケーションの開発に着手した。開発したアプリケーションは

スマートフォンで実行可能であるが，計算速度及び安定性に問題があり，次年度への研究課題となっている。
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�和田 武

発表テーマ
基礎数学・基礎物理学リメディアル教材製作の試み

発表内容
児童・生徒の理科離れや大学生の学力低下問題が指摘されて久しい。高校の数学や物理の基礎が十分にはできていない学生

を，大学で必要とされるレベルまで上げる必要があるために初年次教育を導入している大学が増している。筆者らは，e-

Learningシステムによる場を提供することを考え，基礎数学及び基礎物理学の学習支援システムを作成している。

発表者は，前回２００９年CITEシンポジウムで，「基礎数学リメディアル教材の製作」のテーマでシステム構成とコンテンツの

作成方法について報告したが，今回，愛大GPで採択された理学部EL-WGの協力を得て改良を加えた。さらに，並行して基礎

物理学のコンテンツも制作したので併せて報告を行う。

基礎数学のコンテンツは，水道方式のタイル図を用いた教授法により，イメージ思考を重視し直感的に理解しやすく論理的

にも計算過程もわかりやすくコンテンツを作成したもので，今回，代数式と演算，方程式，対数と指数，微積分など１８章から

成り，オリジナルな例題１１８問，演習問題１４７問を用意した。トップメニューには，このコンテンツの構成や利用方法，学び方

などを載せており，利用者は，手元の紙と鉛筆で問題を解いていき，Web上で正解合わせをすることになる。今回２つの試

みを行っている。１つ目は，全問の解答例と一問ずつの解答例の２種類を用意して，使用者のレベルで選択できるようにした。

２つ目の試みとして，Moodleの小テスト機能を利用して，問題に対して「わかる」「わからない」の選択肢を用意して，問題

の理解度を確認するようにした。

基礎物理学のコンテンツは，運動の法則，ベクトル，運動方程式，仕事，ポテンシャルなど１５章から成り，解説は４６ページ，

演習問題６５問で構成されている。さらに，英文の問題も盛り込み，外国人に配慮する工夫も行っている。

このシステムは，教員にとっても有意義である。教えたい内容に時間を割くことができ，本来の大学の授業に専念できるメ

リットがある。一方，社会人にとっても意義があり，数学や物理学の必要性を感じてもう一度学びなおそうとする場合にもよ

い手引きとなると期待される。

今後は，現在作成しているコンテンツに，幾何学，誤差の測定，グラフの原理他を追加してコンテンツを完成させ，大学の

授業で使用して検証を行うことにしている。

さらに，本学のリメディアル委員会や理学部e-Learningワーキンググループとの更なる連携も必須で，よりよいユーザーフ

レンドリーなシステムを構築したい。
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�二神 透

発表テーマ
国土空間情報を用いた移動体情報の可視化に関する研究

発表内容
二神は，都市構造データ（建物属性・道路形状）を採取し，地震時の火災延焼シミュレーションの開発を行ってきた。数年

前まで，航空写真を購入するとともに現地調査を行いながらデータの採取を手作業で行ってきた。しかし，平成１９年に国土交

通省国土地理院は，デジタル時代の地理空間情報体系の構築として，従来の地形図から地理空間情報の提供を行っている。以

下，概要を示す。

（国土地理院ホームページ：http : //www.gsi.go.jp/kanri/kanri40003.html）

インターネットの普及により新鮮なデジタル地図の利用者が急増し，GPSの普及により高精度の測位が一般化しました。ま

た，平成１９年５月の測量法改正及び地理空間情報活用推進基本法制定により，デジタルの地理空間情報を活用するための法的

枠組みが構築されました。

このような社会情勢の変化に対応するため，平成１９年７月１７日，国土地理院内に設置された技術協議会地理空間情報体系分

科会では，我が国の新しい基本図データ体系のあり方に関する検討を行い，以下に要約される「デジタル時代の地理空間情報

体系」の構築を提案しました。

�CD等の刊行データに加え，インターネット提供のためのデータも基本測量成果として位置づけるとともに，インターネッ
トを通じた供覧及び提供を実現する。

�都市計画区域及びその周辺地域でのデジタルオルソ画像（「国土画像基盤」）の整備を開始する。
�位置の基準である基盤地図情報と整合した基盤的なベクトル形式の地理空間情報（「国土地形基盤」）を，新たな基本図と
して整備する。

�国土地形基盤は，全項目の定期的な修正に加え，主要項目の迅速な修正を行い，インターネットで提供するとともに，そ
の印刷物を国土地形基盤図としてオンデマンドで提供する。

本研究は，松山市・久万高原町の救急車両にGPSならびに，ビデオカメラを搭載し，３次元空間における走行動態の再現と，

救急走行阻害の分析を行うためのスキームを提案している。さらに，住民が地域の地理特性を理解し，災害ハザードをより容

易に認識して頂くためのプログラム開発を試みている。
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�佐々木隆志
発表テーマ
スマートフォンとクラウドによる電子割符

発表内容
近年ソーシャルネットワークとモバイル機器の発達により，距離や時間を超えたコミュニケーションが用意になりつつあ

る。一方で位置情報のような物理的な情報を活用した情報共有や，NFC（Near Field Communication，近距離非接触通信）

のような物理的な近接関係と結びついた情報伝達も使われている。そこで我々は物理的な接触や動作とより強く結びついた，

すなわち人間の感覚と密接に連動したtangibleなコミュニケーションと電子的な情報共有の融合を目指した研究を行ってい

る。

１ 電子的な握手

Tangibleとは情報の伝達，提示，操作を直感的に近くできることを指す。日常的に経験するtangibleなコミュニケーション

の一つとして握手が挙げられる。握手は二つ以上の接触した物体が同じ時刻場所に類似した動きをすることとして定義される

全ての握手は異なる動きを伴い，特に時刻情報と，可能な場合は位置情報を付加することにより一意に識別できる。

電子的な握手とは物理的に接触した二台以上の装置にモーションセンサーを搭載し，それらが握手と同様に同じ動きをした

ことを照合するものである。動き情報は事後にクラウドに送信され，同じ時刻に同じ期間同じ動きをした装置が検出される。

動き情報をクラウドに送信しない限りは照合の対象とならず，また照合を希望するユーザーが明示的に自身の情報と紐付けな

い限り，動き情報それ自体から個人を特定することができないことから，セキュリティ上のリスクは低いと考えられる。

電子的な握手は電気的通信を必要としないためNFCのIDやMACアドレスなど事前に割り当てられた固定的な識別符号を必

要とせず，動きの特徴それ自体がアドホックな識別子となる。

２ 電子割符

割符とは取引に参加する権利を持つことを証明するために参加者が持参する紙片や木片である。取引に先立って参加者が直

接会い，単一の紙片を複雑な曲線で切断し，双方が保持する。取引の際には参加者本人もしくは代理人が割符を持参し照合す

る。電子的な握手により記録した動き情報を割符における切断曲線として用いる仕組みを我々は電子割符と呼んでいる。動き

情報をクラウドに送信するか否かの判断はユーザーに委ねられている。動き情報を送信しないことは割符による取引への参加

の権利を放棄することと等しい。

３ スマートフォンによる電子割符

本研究では二台のスマートフォン搭載されたそれぞれ３軸の情報を持つ加速度センサーと磁気センサーからなるモーション

センサーから動き情報を取得し，Google App Engine上に構築したクラウドシステムに送信することで照合を行った。使用し

たスマートフォンはOSとしてAndroid １．６を搭載した２台のHTC Magicである。

１００回の試行を行い，それぞれのスマートフォンから１００ずつのサンプルを得た。従って照合の組み合わせは１０，０００通りであ

る。このうち１００通りがマッチ，９，９００通りがアンマッチとなる。実験の結果falsenegativeが１００通り中６通り，false positive

が９，９００通り中４０２通りであった。照合には６軸センサーのうち加速度センサーのみを用い，時刻情報を用いなかった。

現在精度の向上に向け照合アルゴリズムを改良しており，実証実験のため２０１２年度にAndroidマーケットでアプリケーショ

ンを公開する予定である。
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（3）JGN２関係研究

開催年月日 研究プロジェクトテーマ 担当者

平成２２年５月２４日～

平成２２年５月２９日

第１４回日本医療情報学会春季学術大会における３Ｄ

立体ハイビジョン映像転送 実証実験（イベント利

用）

都築 伸二

4．研究活動及び研究支援 （３）JGN２関係研究
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（1）沿 革
昭和４１年３月 愛媛大学電子計算機室（学内共同利用施設）発足，HIPAC１０３（主記憶：４KW）導入

昭和５０年２月 愛媛大学計算機室に名称変更

昭和５０年３月 FACOM２３０－２８（主記憶：９６KB）を設置，九州大学大型計算機と専用回線で接続

昭和５７年７月 情報処理センター発足

昭和５７年１１月 情報処理センター建物完成（８３５．３平方メートル）

昭和５８年２月 FACOM M１８０IIADシステム（主記憶：１２MB）導入

昭和５８年３月 九州大学大型計算機センターと大学間ネットワーク（N１）手順により接続

昭和６０年３月 DDX加入

昭和６１年１１月 FACOM M３６０AP（主記憶：２４MB）に変更

昭和６２年４月 FACOM M３６０APシステムに更新

平成２年１月 学術情報センターノード運用開始，DDX解除

平成２年１０月 JUNET電子メールサービスの開始

平成３年２月 FACOM M７７０／６システム（主記憶：６４MB）導入

平成４年２月 JAITに接続

平成４年５月 総合情報処理センター発足

平成５年１２月 SINETノード設置

平成６年２月 FACOM M１６００／６システム（主記憶：１２８MB），CONVEX C３４４０CTシステム導入

平成６年３月 学内ネットワーク（EUNET）の構築

平成９年１１月 ATMネットワークシステムの構築

平成１０年２月 S－７／７０００Uモデル５００，FACOM M１６００／６システム導入

平成１２年２月 総合情報処理センター建物完成（１，８７１平方メートル）

平成１３年３月 学内ギガネットワークシステムの構築

平成１４年２月 PRIMPOWER６００，パソコンシステム導入

平成１５年４月 総合情報メディアセンター発足

平成１５年９月 総合情報メディアセンター・放送大学建物完成

平成１８年２月 総合情報メディアセンター情報基盤システム導入

平成１９年６月 SINET３本格運用

平成２２年３月 構内光ケーブル張替

平成２２年１０月 総合情報メディアセンター情報基盤システム導入

平成２３年３月 SINET４運用

（2）情報基盤システム
�システム構成概念
平成２２年１０月に情報基盤システムの更新を行いました。システム概念は次のとおりです。

5．業務関連 （１）沿革（２）情報基盤システム
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�ソフトウェア一覧
各演習室で使用可能なアプリケーションソフトの，主な機能は次のとおりです。

【商用ソフトウェア】

－次のソフトウェアは，スタートメニュー内の各ソフトウェア名より使用可能です。

・ArcGIS

地理・位置情報や関連情報を統合して，状況把握・分析，意思決定，問題解決，情報伝達を行うための情報活用シ

ステムです。

・Microsoft Office Professional Plus２００７

ワープロソフト（Word），表計算ソフト（Excel），電子メール管理ツール（Outlook），プレゼンテーションドキュ

メント編集ソフト（PowerPoint），DTPソフト（Publisher），データベース管理ソフト（Access），XMLオーサリン

グツール（InfoPath），インスタントメッセージングツール（Communicator）の使用が可能です。

・Microsoft Visual Studio２０１０

設計から，開発，テスト，配置までアプリケーションライフサイクルを広範囲にカバーし，Windows７を含めた

最新のプラットフォームに対応するビジュアルデザイナーを利用して，開発者の自由なアイデアを形にすることがで

きる統合開発環境が提供されます。

・Roxio Creator LJB

CD-Rなどの対応している媒体にデータを書き込むことができるライティングソフトです。

－次のソフトウェアは，一部の限られた演習室で使用可能です。

・Adobe Illustrator：メディアセンター 第１演習室

高度な描画ツール，表現を可能にするブラシツール，作業時間を短縮する機能，Adobe CS Liveオンラインサービ

スとの連携などを兼ね備えたグラフィックソフトウェアです。

・Adobe Premiere Elements：メディアセンター 第１演習室

撮影したビデオクリップを読み込んで整理し，好みの方法で編集できるだけでなく，特殊効果やサウンド，テキス

ト，映画のようなモーションメニューで演出仕上げることが可能なビデオ編集ソフトウェアです。

・ホームページビルダー：農学部

ホームページ作成はもちろん，携帯用サイト，画像編集や動画編集まで幅広くこなすホームページ作成ソフトです。

・AutoCAD：工学部 講義棟４Ｆコンピュータ室

２D CAD（２D：二次元＝平面）業界標準であるDWGファイルを扱う，詳細な図面を作成するための製図用ソフ

トウェアです。

・SolidWorks：メディアセンター 各演習室，工学部 講義棟４Fコンピュータ室

３D CAD（３D：三次元＝立体），設計検証，製品データ管理ソフトウェアに加えて，製品ドキュメント作成ソフ

トウェアまで幅広くカバーした製図用ソフトウェアです。

・PASW：医学部 各演習室

統計解析・データ分析ソフトウェアです。豊富な分析メニューとグラフ機能により，高度な分析と分かりやすい結

果を得ることが可能です。

【フリーソフトウェア】

－次のフリーソフトウェアは，スタートメニュー内のFree soft配下より使用可能です。

・Adobe Reader

電子文書共有のためのPDF文書を開いて，表示，印刷，検索などを行える，PDF閲覧ツールです。

・eclipse

オープンソースな統合開発環境です。

・MIKATYPE

学校教育用に作成された，タッチタイプの練習ソフトです。

・Symyx Draw

学術目的または自宅での使用を対象とした化学構造描画ツールです。

・一太郎ビューア

一太郎文書及びXMLテンプレート文書を表示・印刷することができます。

5．業務関連 （２）情報基盤システム
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・花子ビューア

花子文書をスライド表示・印刷することができます。

・３D AVS Player

AVS/ExpressやMicroAVSの可視化結果を４Dアニメーション（再生しながら視点変更が可能）で再生できるビュ

ーアです。

・ChemSketch

分子構造式を簡単に描くことができるソフトです。

・ActiveBasic５．０

N８８－BASIC互換プログラミング言語（フリーウェア）です。

・Cygwin

Unixで頻繁に使用されるシェルやコマンドなどのプログラムをWindows上でソースコードからコンパイルできる

ようにしたものです。

・GIMP

ビットマップグラフィック編集・加工ソフトウェアです。

・Google Earth

Google社が無料で配布しているバーチャル地球儀ソフトです。

・Jw_cad

２次元汎用CADアプリケーションソフトウェアです。

・MANDARA

表計算ソフト上の地域統計データを地図化することに適したソフトウェアです。

・Microsoft WSE

Microsoftが無償で配布している，Visual Studio .NETを使う開発者向けのWebサービス設計構築支援ツールです。

・Mozilla Firefox

Webブラウザです。

・NoEditor

テキストエディタです。

・OpenOffice

オープンソースな無料総合オフィスソフトウェアです。ワープロソフトや表計算ソフトなど，Microsoft Officeに

準じたオフィスソフトを利用できます。

・QuickTime Player

アップル社が無料で配布している，QuickTimeフォーマット（.mov）やMP４フォーマット（.mp４）などの動画が

再生可能なメディアプレーヤーです。

・R

統計解析向けプログラミング言語（フリーウェア）です。

・RealPlayer SP

リアルネットワークス社が無料で配布している，RealAudioフォーマット（.ra，.rm）や，RealVideoフォーマット

（.rm，.rv，.rmvb）に対応したメディアプレーヤーです。

・セカンドライフビューア

リンデンラボ（Linden Lab）社が運営する，メタバース（インターネット上に存在する電子三次元空間＝バーチャ

ル世界）にアクセスするためのソフトです。

・WinMOPAC

半経験的分子軌道計算プログラムです。Windows上で，分子を構築し，MOPACによる計算を行い，その計算結果

をグラフィカルに表示することができます。

・WinROOF

画像処理・画像計測・データ処理を統合したソフトです。医学，工学，薬学，材料分析など幅広い分野で利用され

ています。計測結果を表計算ソフトに転送するといったデータの移行性にすぐれ，効率よくデータ処理を行うことが

できます。

・カシミール３D

３D地図ナビゲータです。地図ブラウザ機能を基本に，風景CG作成機能，GPSデータビューワ・編集機能，ムービ

5．業務関連 （２）情報基盤システム
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ー作成機能，山岳展望機能などの多彩な機能を搭載しています。国土地理院の数値地図をはじめ，世界中の地図・地

形データ，衛星・航空写真を使用できます。

－次のフリーソフトウェアは，スタートメニュー以外の方法により使用可能なものです。

・Primo PDF

PDF文書を作成できるフリーウェアソフトです。ワープロソフトやテキストエディタ，表計算ソフトなどで作成

した文書の印刷メニューより，プリンタの代わりにPrimoPDFを選択することで，簡単にPDF文書が作成できます。

・Borland C++

汎用プログラミング言語であるC＋＋（シープラスプラス）をコンパイル（コンピュータ上で直接実行可能な機械

語プログラムに変換する）するための統合開発環境です。コマンドプロンプト上で利用可能です。

・Open Watcom FORTRAN

プログラミング言語であるFORTRAN７７をコンパイルするための統合開発環境です。コマンドプロンプト上で利

用可能です。また，各種ツール類は，スタートメニューのFree soft内－Open Watcom FORTRAN配下より利用可

能です。

・pLaTeX（ピーラテフ）

テキストファイルであるソースコードを入力として処理することでDVIやPDFなどの表示形式を出力として作成で

きます。高品質で自由度の高い組版処理能力（分数文字などの編集）が可能です。コマンドプロンプト上で利用可能

です。

－次のフリーソフトウェアは，一部の限られた演習室で使用可能です。

・SPBS：医学部 各演習室

日本語対話方式を採用することにより統計ソフトウェア自体の操作が簡単であることに加え，正規性検討，有意差

検定，相関分析，回帰分析等の基本的な統計解析の結果を図示できることを主たる特徴とする統計解析・データ分析

ソフトウェアです。

・NDPビューア：医学部 各演習室

浜松ホトニクス社のバーチャルスライドスキャナによるヴァーチャルスライドを閲覧するためのビューアです。

Internet Explorerを利用しての閲覧となります。

・Skype：法文学部 第２コンピュータ室（６台）

世界中のSkypeユーザと音声通話やテレビ電話が可能なコミュニケーションツールです。

5．業務関連 （２）情報基盤システム
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�ネットワーク関連
現在の情報基盤システムネットワークは次のとおりです。

図 ネットワーク概念

平成２２年度中に整備した情報基盤システムネットワーク関連は次のとおりです。

☆平成２２年度

・市立八幡浜総合病院，医療法人綮愛会石川病院，四国中央病院とADSL（４０Mbps）で接続（５月）

・学外接続（SINET）を１００Mbpsから１Gbpsへ変更（６月）

・情報基盤システム（ネットワークシステム）導入（１０月）

・SINET３からSINET４へ切替（３月）

5．業務関連 （２）情報基盤システム
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（3）利用状況
平成２２年度のセンター利用状況は次のとおりです。

�情報基盤システム

申請種別 登録数

センターメール １１６

パソコン ８４

セキュリティゲートウェイ １４２

認証ゲートウェイ １５０

メールサーバ（部局単位） ６

LMS利用アカウント １６５

LMS利用（コース登録） ３４５

�夜間開放・休日開放
夜間開放は，毎週月～金の１７：００～２１：００，休日開放（２００７年９月から実施）は，１０：００～１７：００に第１演習室を開放し

ています。（ただし，夏季休暇及び冬季休暇中は除く）

夜間開放利用者数 休日開放利用者数

２０１０年４月 ６４３人 ２５４人

２０１０年５月 ７８２人 ３４２人

２０１０年６月 １，２５０人 ３１２人

２０１０年７月 １，５１３人 ６５７人

２０１０年８月 － ５５人

２０１０年９月 － ２４６人

２０１０年１０月 ６５４人 ３８５人

２０１０年１１月 ８４３人 ４５７人

２０１０年１２月 ５７９人 １８２人

２０１１年１月 ７７７人 ２４２人

２０１１年２月 ４６４人 １４５人

�メディアホール ８月２１日から９月２７日までは，機種更新のため閉鎖していました。

年 月 利用件数 年 月 利用件数

２０１０年４月 １０ ２０１０年１０月 １４

２０１０年５月 １２ ２０１０年１１月 １４

２０１０年６月 １１ ２０１０年１２月 １１

２０１０年７月 ２０ ２０１１年１月 １２

２０１０年８月 １０ ２０１１年２月 ２２

２０１０年９月 ３ ２０１１年３月 １０

5．業務関連 （３）利用状況
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�演習室
平成２２年度前期演習室使用予定表

5．業務関連 （３）利用状況
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平成２２年度後期演習室使用予定表

5．業務関連 （３）利用状況
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（4）センターイベント
�えひめITフェア２０１０

主 催：愛媛県IT推進協会
日 時：平成２２年６月１８日�～１９日� １０：００～１７：００
場 所：アイテムえひめ
対 象：企業及び一般

�キャンパスIT体験会（＊１）

主 催：愛媛大学総合情報メディアセンター
協 賛：情報通信月間推進協議会
日 時：平成２２年７月４日� １３：００～１７：００
場 所：愛媛大学総合情報メディアセンター２階 第１演習室
対 象：高校生

�キャンパスIT授業（＊２）

主 催：愛媛大学
日 時：平成２２年１１月１０日� １３：００～１６：１５
場 所：愛媛大学総合情報メディアセンター
対 象：高校生

�愛媛大学プログラミングオープンチャレンジ＠松山２０１０

主 催：愛媛大学，松山市
日 時：平成２２年１１月２７日� １２：３０～２０：００

平成２２年１１月２８日� ９：００～１４：３０
場 所：愛媛大学総合情報メディアセンター１階 メディアホール
対 象：大学生以下の学生・生徒

�Moodle講習会

主 催：愛媛大学総合情報メディアセンター
日 時：平成２３年３月１４日� １３：００～１６：００
場 所：愛媛大学総合情報メディアセンター２階 メディア演習室
対 象：授業担当教職員

�公開CITEシンポジウム

主 催：愛媛大学総合情報メディアセンター
日 時：平成２３年３月２９日� １３：３０～１６：５０
場 所：愛媛大学総合情報メディアセンター１階 メディアホール
対 象：学生・教職員・一般

5．業務関連 （４）センターイベント
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�イベント報告
【キャンパスIT体験会】（＊１）
平成２２年７月４日�，総合情報メディアセンターにおいて「キャンパスIT体験会２０１０」を開催しました。
この体験会は，総務省による「情報通信月間」参加行事として，総合情報メディアセンターが平成１４年度から行って
いるもので，今年度は，高校生３４人が参加しました。
総合情報メディアセンターの教員によるガイダンスに続き，「遊びとしての和算」，「映像編集にチャレンジ」，「空間
行動データの視覚化体験」を体験してもらいました。
受講した皆さんからは，「江戸時代にとても難しい数学の問題や遊びがあったことに驚きました。パズルが面白かっ
たです。」「映像編集は少しやってたりしていましたが，今回の講座で使い方がよくわかったのでよかったです。」「自分
が歩いた道のりがGoogle Earthで見れたのが面白かった。」など様々な感想が寄せられました。
高校生の皆さんも，大学の情報機器を使っての映像編集や空間行動データの視覚化などの体験を通して，現在のIT
技術の便利さ，手軽さを体験できた一日だったようです。オープンキャンパスとはひと味違った，フレッシュな刺激と
なった体験会でした。

授業の様子 集合写真

【キャンパスIT授業】（＊２）
平成２２年１１月１０日�，総合情報メディアセンターにおいて，「キャンパスIT授業」を開催しました。
本プログラムは，秋季広大連携プログラムの一環として，さまざまな情報の加工や編集の作業をしていくなかで，最
先端の情報に関する技術を学び，大学の設備や環境についての理解を深め，大学生活を具体的にイメージする一助とな
ることが目的です。

授業風景

5．業務関連 （４）センターイベント
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（5）各種委員会

【運営委員会】

平成２２年度 第１回総合情報メディアセンター運営委員会議事要旨

１． 日 時 平成２２年７月１日� １６：３０～１７：３０
２． 場 所 総合情報メディアセンター会議室
３． 出 席 者 総合情報メディアセンター長：小林，法文学部：塚本，教育学部：觀音，医学部：石原，工学部：

甲斐，総合情報メディアセンター：中川，和田，二神，川原，平岡，平田（兼任）
欠 席 者 理学部：大塚，医学部：中村，農学部：戎
陪 席 者 総合情報メディアセンター：佐々木，村上，竹林，秋川

【議 事】
（審議事項）
１ 平成２１年度 決算について
このことについて，資料１に基づき，秋川チームリーダーから報告があった。
石原委員から執行に当たって特徴的な事柄の有無について質問があり，以下の点について秋川から説明があり，
小林センター長が補足説明を行った。
（１）教育事業実施経費：当初予定していた「無線LAN整備」を別経費で行い，残額が生じた。
（２）すべての目的別科目において，空調機修理のための予算が不足した。
以上について了解され，平成２１年度決算を承認した。
２ 平成２２年度 予算について
このことについて，資料２に基づき，秋川チームリーダーが説明を行った。
平成２２年度予算は，平成２１年度決算を基に作成し，電子計算機借料予算のうち，図書館分については，平成２２
年１０月分以降の経費を図書館へ渡すことの説明があり，了解され，平成２２年度予算が了承された。
３ 利用負担金について
このことについて，資料３に基づき，小林センター長が説明を行った。
算出方法等の変更はなく，平成２２年度人数により算出しているため，基礎数について誤り等があれば申し出る
こととなり，大筋で了承された。

（報告事項）
１ 情報基盤システムの更新について 小林センター長
資料４「契約書」のとおり，平成２２年３月３１日，現契約と同じ西日本電信電話株式会社と契約を行った旨の報
告があった。
２ SINET３からSINET４への移行について 佐々木助教
このことについて，資料５に基づき，佐々木助教が説明を行った。
SINET３とSINET４の違い，移行の進�状況，愛媛大学における切替作業日程の説明等が行われた。
NIIが提示した平成２３年３月１２日は入試期間中であるため，日程変更で調整中。また，合格発表日も切替作業を
外してもらうよう，要望することになった。
移行に伴うネットワークの一時的切断について，スケジュール決定前に全学に周知をすることになった。

３ 学術認証フェデレーションについて 佐々木助教
このことについて，資料６に基づき，佐々木助教が説明を行った。

（１）現在はNIIの実証実験段階で，愛媛大学も参加している。
（２）連携認証の標準規格であるShibbolethを採用。
（３）認証情報を開示することなく，参加機関が設置するIdPにより，相互にユーザーの存在確認を行う。
（４）サービス提供機関（SP）は，ユーザーの属性に基づき，サービスの利用可否を判断する。
（５）開示するユーザーの属性について，調整が必要。
（６）SPとして，CiNiiを含む文献利用サービスがある。
（７）他大学での利用状況について，説明があった。

5．業務関連 （５）各種委員会
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平成２２年度 第２回総合情報メディアセンター運営委員会議事要旨

１． 日 時 平成２２年９月２７日� １１：００～１１：４５
２． 場 所 総合情報メディアセンター会議室
３． 出 席 者 総合情報メディアセンター長：小林，法文学部：塚本，教育学部：觀音，理学部：大塚，医学部（代

理）：木村映善，工学部：甲斐，農学部（代理）：羽藤堅治，総合情報メディアセンター：和田，二
神，川原，平岡，平田（兼任）

欠 席 者 医学部：中村，総合情報メディアセンター：中川
陪 席 者 総合情報メディアセンター：佐々木，秋川

【議 事】
（審議事項）
１ 総合情報メディアセンターメールサーバ運用の変更について
このことについて，資料１～４に基づき，小林センター長が説明し，審議の結果了承された。

（１）現在「愛媛大学全学メールサービス利用規程」の制定準備が進められている。
（２）愛媛大学全学メールサービス開始に伴い，現在運用している総合情報メディアセンターのメールサービス
（xxx@dpc.ehime-u.ac.jp）の運用を変更する。
上記変更に伴い，「総合情報メディアセンターメールアドレス申請書」の策定及び『「情報基盤システム」利用申
請書』の変更

（報告事項）
１ 新「情報基盤システム」について……小林センター長
現在すでに試験運用中である新「情報基盤システム」は，平成２２年１０月１日からの本運用開始に向けて整備中
である。

（要望事項等）
１ キャンパス間接続の増強……羽藤准教授
テレビ会議システムによるネットワーク利用の増大に伴う回線帯域幅の増強

２ 無線LANにおける利用環境の整備……羽藤准教授
認証ゾーンで対応している無線LANでは，会議の利用には使い勝手が悪いので，今後の検討課題。

5．業務関連 （５）各種委員会
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（6）センター規則

愛媛大学総合情報メディアセンター規則
平成１６年４月１日
規 則 第 １９１ 号

（趣旨）
第１条 この規則は，国立大学法人愛媛大学基本規則第３１条第２項の規定に基づき，愛媛大学総合情報メディアセンタ
ー（以下「センター」という。）の組織及び運営に関し，必要な事項を定めるものとする。
（目的）
第２条 センターは，学内共同施設として，愛媛大学の情報基盤の整備を図り，教育研究活動の支援及び情報技術に関
する教育研究を行うとともに，学内外の情報化に寄与することを目的とする。
（教育研究部門）
第３条 前条の目的を達成するため，センターに次の各号に掲げる教育研究部門を置く。
（１）情報基盤部門
（２）情報メディア教育部門
（３）学術情報システム部門
（業務）
第４条 センターは，次の各号に掲げる業務を行う。
（１）計算機システムに関すること。
（２）ネットワークシステムに関すること。
（３）情報教育に関すること。
（４）学術研究支援に関すること。
（５）キャンパス情報化に関すること。
（６）その他第２条の目的を達成するために必要な業務に関すること。
（組織）
第５条 センターに，次の各号に掲げる職員を置く。
（１）センター長
（２）専任教員
（３）その他必要な職員（以下「センター職員」という。）
（管理機関）
第６条 センターの管理運営に関する重要な事項は，国立大学法人愛媛大学役員会（以下「役員会」という。）におい
て審議する。
（運営委員会）
第７条 センターの運営に関する事項を審議するため，センター運営委員会（以下「運営委員会」という。）を置く。
２ 運営委員会に関する規程は，別に定める。
（センター長）
第８条 センター長候補者は，愛媛大学の専任の教授のうちから役員会が推薦し，学長が選考する。
２ センター長の任期は，２年とし，再任を妨げない。ただし，補欠により任命されたセンター長の任期は，前任者の
残任期間とする。
（専任教員）
第９条 センターの専任教員は，役員会が推薦し，学長が選考する。
（職務）
第１０条 センター長は，センターの業務を掌理する。
２ センターの専任教員は，センター長の職務を助け，センターの業務を処理する。
３ センター職員は，センターの業務に従事する。
（利用）
第１１条 センターの利用に関する規程は，別に定める。
（分室）
第１２条 センターに，医学部分室及び農学部分室を置く。
２ 分室に関する規程は，別に定める。
（事務）
第１３条 センターに関する事務は，総合情報メディアセンター事務課で処理する。ただし，分室における事務は，当該
分室が所在する学部の事務部で処理する。
（雑則）
第１４条 この規則に定めるもののほか，センターに関し必要な事項は，別に定める。

5．業務関連 （６）センター規則
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附 則
この規則は，平成１６年４月１日から施行する。
附 則

この規則は，平成１６年１１月１６日から施行する。
附 則

この規則は，平成１８年４月１日から施行する。
附 則

この規則は，平成２０年４月１日から施行する。
附 則

この規則は，平成２２年４月１日から施行する。

5．業務関連 （６）センター規則
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愛媛大学総合情報メディアセンター運営委員会規程
平成１６年４月１日
規 則 第 ２４ 号

（趣旨）
第１条 この規程は，愛媛大学総合情報メディアセンター規則第７条第２項の規定に基づき，愛媛大学総合情報メディ
アセンター運営委員会（以下「運営委員会」という。）の組織及び運営に関し，必要な事項を定めるものとする。
（審議事項）
第２条 運営委員会は，次の各号に掲げる事項を審議する。
（１）愛媛大学総合情報メディアセンター（以下「センター」という。）の運営に係る基本事項に関すること。
（２）センターの予算及び決算に関すること。
（３）その他センターの運営に関すること。
（組織）
第３条 運営委員会は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。
（１）センター長
（２）センターの講師以上の専任教員
（３）各学部の専任教員 各１人
（４）総合情報メディアセンター事務室長
（５）その他委員長が必要と認めた者
２ 前項第３号の委員は，各学部長が推薦し，学長が任命する。
３ 第１項第５号の委員は，運営委員会の議を経て委員長が推薦し，学長が任命する。
４ 第１項第３号の委員の任期は，２年とし，再任を妨げない。ただし，委員に欠員が生じたときはこれを補充し，そ
の任期は，前任者の残任期間とする。
（委員長）
第４条 運営委員会に委員長を置き，センター長をもって充てる。
２ 委員長は，運営委員会を招集し，その議長となる。
３ 委員長に事故があるときは，委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代行する。
（議事）
第５条 運営委員会は，委員（代理者を含む。以下同じ。）の過半数が出席しなければ議事を開くことができない。
２ 議事は，出席した委員の過半数をもって決し，可否同数のときは，議長の決するところによる。
（委員以外の者の出席）
第６条 委員長が必要と認めるときは，委員以外の者を出席させ，説明又は意見を聴くことができる。
（専門委員会）
第７条 運営委員会は，専門的事項を調査検討するため，専門委員会を置くことができる。
２ 専門委員会に関する事項は，運営委員会が定める。
（事務）
第８条 運営委員会に関する事務は，総合情報メディアセンター事務室で処理する。
（雑則）
第９条 この規程に定めるもののほか，運営委員会の運営に関し必要な事項は，運営委員会が定める。

附 則
この規程は，平成１６年４月１日から施行する。
附 則

この規程は，平成１６年１１月１６日から施行する。
附 則

この規程は，平成１８年４月１日から施行する。

5．業務関連 （６）センター規則
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愛媛大学総合情報メディアセンター利用規程
平成１６年４月１日
規 則 第 １９３ 号

（趣旨）
第１条 この規程は，愛媛大学総合情報メディアセンター規程第１１条の規定に基づき，愛媛大学総合情報メディアセン
ター（以下「センター」という。）が管理する計算機システム（以下「システム」という。）及びキャンパス情報ネッ
トワーク（以下「ネットワーク」という。）の利用に関し，必要な事項を定めるものとする。
（利用者の資格）
第２条 システム及びネットワークを利用することができる者は，次の各号に掲げる者とする。
（１）愛媛大学の職員，学生及び附属学校生徒
（２）その他センター長が適当と認めた者
（システム利用の手続）
第３条 システムを利用しようとする者は，所定の利用申請書をセンター長に提出するものとする。
２ 前項の有効期限は，当該年度限りとする。
（ネットワーク利用の手続）
第４条 ネットワークを利用しようとする者は，所定の手続により，申請するものとする。
２ 前項の有効期限は，ネットワーク利用が認められた者の資格が失われるまでとする。
（情報セキュリティポリシーの遵守）
第５条 システム及びネットワークを利用する者は，国立大学法人愛媛大学情報セキュリティ基本方針及び国立大学法
人愛媛大学情報セキュリティ対策基準を遵守しなければならない。
（システム利用経費の負担）
第６条 利用に係る経費を負担する者（以下「支払責任者」という。）は，システム利用が認められた者の利用に係る
経費を負担しなければならない。
２ 前項の規定により支払責任者が負担すべき経費の額及び負担方法は，センター運営委員会の議を経て，センター長
が別に定める。
（ネットワーク利用経費の負担）
第７条 ネットワーク利用が認められた者の負担すべき経費の額及び負担方法は，センター運営委員会の議を経て，セ
ンター長が別に定める。
（利用時間の制限等）
第８条 センター長は，システム及びネットワークの利用に関し，利用時間帯を制限し，又は指定することができる。
（機器の移動等の禁止）
第９条 センターの機器等に関し，次の各号に掲げる事項は禁止する。ただし，センター長が特に必要と認めた場合は，
この限りでない。
（１）機器の移動又は変更
（２）ソフトウェアの変更，追加
（利用承認の取消し等）
第１０条 センター長は，センターに関する諸規則に違反する者があるとき，又はセンターの運営に重大な支障を生じさ
せるおそれのあるときは，その者の利用の承認を取消し又は利用を停止することができる。
（雑則）
第１１条 この規程に定めるもののほか，センターの利用に関し必要な事項は，センター運営委員会の議を経てセンター
長が定める。

附 則
この規程は，平成１６年４月１日から施行する。
附 則

この規程は，平成２２年４月１日から施行する。

5．業務関連 （６）センター規則
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愛媛大学総合情報メディアセンター分室規程
平成１６年４月１日
規 則 第 １９２ 号

（趣旨）
第１条 この規程は，愛媛大学総合情報メディアセンター規則第１２条第２項の規定に基づき，愛媛大学総合情報メディ
アセンター分室（以下「分室」という。）の組織及び運営に関し，必要な事項を定めるものとする。
（分室長）
第２条 分室に分室長を置く。
２ 分室長は，当該分室が所在する学部の愛媛大学総合情報メディアセンター運営委員会委員（以下「運営委員会委員」
という。）をもって充てる。
３ 分室長の任期は，運営委員会委員として任命された期間とし，再任を妨げない。
４ 分室長は，愛媛大学総合情報メディアセンター長の指示に従い，当該分室の業務を処理する。
（委員会）
第３条 分室の円滑な運営を図るため，分室に分室の運営に関する委員会を置くことができる。
（雑則）
第４条 この規程に定めるもののほか，分室に関する必要な事項は，分室長が定める。

附 則
この規程は，平成１６年４月１日から施行する。

5．業務関連 （６）センター規則
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